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じ

め

『清
園
行
政
法
』
に
よ
れ
ば
、
中
園
に
お
け
る
警
察
の
あ
り
方
は
、
次
の
よ
う
に
概
観
さ
れ
る
。

古
代
ノ
園
家

-
一
在
リ
テ

ペ
警
察
ハ
政
務
ノ
全
健
ト
混
靖
シ
、
其
梢
分
化
セ
シ
ニ
嘗
リ
テ
モ
、
概
ネ
軍
放
及
裁
判
ノ
事
務
ト
闘
聯
シ
、
近

世
園
家

ニ
於
ケ
ル
カ
如
ク
一
箇
濁
立
ノ
行
政
ヲ
成
ス
コ
ト
ナ
カ
リ
キ
。
是
レ
東
西
諸
園
ノ
皆
其
撲
ヲ
一
ニ
ス
ル
所
ニ
シ
テ
、
支
那
法
制
上

(

1

)

 

ノ
沿
革
そ
亦
此
原
則
ノ
範
園
ヲ
脱
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
(
原
文
は
句
論
貼
な
し
)
。

763 

そ
の
た
め
、

『
清
園
行
政
法
』
は
第
武
巻
第
一
編
第
二
一一章
第
二
款
「
警
察
ノ
機
関
」

に
お
い
て
、

何
を
記
述
す
べ
き
か
か
な
り
遼
巡
し
た
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末
、
結
局
は

「
質
際
直
接
ニ
之
〈
警
察
〉
ヲ
執
行
ス
ル
モ
ノ
」
と
し
て

保
甲
、
民
社
、
族
正
、
地
保
、

及
び
近
年
新
設
さ
れ
た
警
察
官
署

に
つ
い
て
の
べ
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
慮
置
は
苦
心
の
作
な
の
で
あ
っ
て
、
警
察
が
政
務
の
全
謹
と
混
消
す
る
と
い
う
原
則
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の

は
明
ら
か
で
あ
る
。

『
清
園
行
政
法
』
と
は
逆
に
、
清
代
外
省
の
警
察
機
能
が
ど
の
よ
う
に
各
機
構
に
分
散
、
混
靖
さ
れ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る

(

2

)

 

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
っ
て
始
め
て
、
清
代
の
警
察
に
つ
い
て
議
論
が
し
得
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
は

た
だ
、
警
察
機
能
が
特
定
の
機
構
に
開
属
さ
れ
て
な
い
以
上
、
そ
れ
を
記
述
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
何
か
一
つ
具
健
的
な
事
例
に
即
し
て
記

述
す
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
に
お
い
て
は
、
割
蹄
案
と
い
う
事
件
を
具
鎧
例
と
し
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

割
解
案
の
展
開
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
祉
曾
朕
況
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る

(「乾
隆
時
代
の
一
庚
域
犯
罪
事
件
と
園
家
の
封
態
|
|

- 88ー

割
解
案
の
社
舎
史
的
素
錨
|
|
」
『
史
林
』
七
O

|
六
。
以
下
前
稿
と
略
す
)
。

そ
の
た
め
、

こ
こ
で
は
聞
車
に
紹
介
す
る
に
止
め
た
い
が
、
割
鱒
案
と

は
、
誼
ん
で
字
の
如
く
、
人
の
鱗
髪
を
期
り
取
る
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
乾
隆
三
三
年
六
月

一一一

日
の
上
誌
に
よ
っ
て
犯
人
寧
獲
の
大
競
令
が

か
か
り
、
延
々
三
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
大
捜
査
が
繰
り
贋
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
結
局
首
犯
を
墾
捕
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
九
月
二
四
日
の
上
識
で

捜
査
の
打
ち
切
り
が
命
じ
ら
れ
た
。

こ
の
事
件
の
顛
末
に
つ
い
て
は
、

呉
振
域

『
養
士
口
器
用
除
録
』
巻
四
に
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
次
に
掲
げ
て
お
く
。

乾
隆
聞
の
割
都
匪
徒
は
、
事
は
漸
江
に
始
ま
り
、
蔓
延
す
る
こ
と
甚
だ
麗
し
。
遠
き
こ
と
吉
林
の
如
き
も
亦
こ
の
説
あ
り
。
民
間
日
夜
驚

恐
す
。
叉
言
え
ら
く
、
期
ら
れ
し
人
、
根
を
弁
せ
て
菊
去
す
る
に
非
ざ
れ
ば
必
ず
死
す
と
。
こ
こ
に
お
い
て
、
務
ら
れ
し
者
皆
そ
の
根
を

朝
る
。
復
た
菊
る
と
こ
ろ
の
耕
を
買
う
者
あ
り
。
造
橋
の
用
と
云
う
。
無
稽
の
言
に
し
て
、
窮
詰
す
べ

か
ら
ず
。
古
向
宗
巌
旨
も
て
絹
獲
す

る
こ
と
多
人
。
京
に
解
り
て
質
審
す
る
に
、
悉
く
員
犯
に
非
ず
。
大
い
に
索
む
る
こ
と
年
除
。
迄
に
縦
跡
を
得
ず
。
そ
の
後
、
朝
廷
情
の

偽
り
な
る
を
燭
見
し
、
妄
怒一4

を
筒
禁
す
。
詔
旨
甫
め
て
頒
た
れ
、
説
言
頓
に
息
む
。



こ
れ
を
讃
め
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
事
件
は
、
華
北
・
華
中
の
全
域
を
ま
き
こ
ん
だ
贋
域
犯
罪
事
件
で
あ
り
、
捜
査
側
は
、
そ
の
贋
大
な

地
域
、
莫
大
な
人
の
中
か
ら
犯
人
を
掌
獲
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
過
程
で
か
な
り
多
様
な
人
聞
が
動
員
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

〈

3
)

も
っ
と
も
、
割
解
案
の
寅
際
を
俸
え
る
諸
史
料
、
主
と
し
て
貫
録
・
奏
摺
、
に
現
れ
る
人
間
だ
け
が
捜
査
活
動
に
据
わ
っ
た
の
で
な
い
こ
と

は
言
う
迄
も
な
い
。

い
わ
ば
そ
の
活
動
を
支
え
る
裏
方
の
如
き
人
聞
は
、
史
料
の
表
に
は
出
て
こ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

他
の
史
料
、
専
ら
官
能
書
で
補
っ
て
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
以
下
の
論
述
で
は
、
割
解
案
を
扱
う
と
の
べ
て
お
き
な
が
ら
、

制
度
史
的
な
議
論
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
預
め
断
わ
っ
て
お
き
た
い
。

州

牒

官

系

統

州
鯨
官
H
地
方
の
文
官
の
管
轄
下
で
捜
査
に
従
事
す
る
存
在
と
し
て
は
、

ま
ず
捕
役
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(

4

)

 

盗
・
賭
博
・
私
瞳
や
、
人
命
・
犯
姦
な
ど
の
重
情
、
容
疑
者
が
逃
亡
し
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
、
線
じ
て
絹
案
と
呼
ば
れ
る
、
捜
査
活
動
の
必

要
と
さ
れ
る
事
件
に
動
員
さ
れ
る
。
割
解
案
に
お
い
て
も
首
然
動
員
さ
れ
て
い
る
。

捕
役
は
、
逃
人
・
拐
子

- 89-

〈

5
)

保
定
省
城
は
、
臣
〈
直
隷
総
督
方
観
承
)
巴
に
弁
兵
を
汲
援
し
、
捕
役
と
曾
同
し
て
、
預
め
一
意
一
を
加
え
て
訪
査
を
な
せ
り
。

捕
役
を
出
動
さ
せ
る
の
は
通
常
の
封
躍
で
あ
り
、
な
ん
ら
不
思
議
で
は
な
い
が
、
割
線
案
に
お
い
て
、
柔
軟
な
封
庭
と
み
な
せ
る
の
は
、
捕

役
な
ら
ざ
る
普
遁
の
街
役
も
出
動
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

(
6〉

七
月
初
二
日
、
差
役
の
林
華
・
陳
明
に
接
る
に
、
逢
魁
先
と
幼
該
陳
年
生
を
挙
獲
し
、
紙
人
・
錫
園
・
符
児
等
物
を
捜
出
せ
り
と
あ
り
。

叉
、
粛
山
鯨
の
盤
獲
せ
る
信
人
正
一

・
趨
凡
等
四
犯
は
:
:
:
巧
み
に
開
脆
を
な
す
。
ま
た
檎
獲
の
豚
役
察
瑞
を
も

っ
て
、
坐
す
る
に
在
栽

を
も
っ
て
し
、
伽
責
し
て
重
躍
す
e

か
く
の
ご
と
く
是
非
倒
置
せ
ば
、
小
民
は
な
お
何
ぞ
敢
え
て
再
び
首
し、

差
役
は
復
た
何
ぞ
敢
え
て

(

7

)

 

人
を
寧
せ
ん
や
。

765 

街
役
の
本
来
の
役
目
は
、

刑
名
関
係
に
限
っ
て
言
え
ば

〈

8
)

戸
婚
国
土
銭
債
な
ど
の
裁
判
事
件
〈
訟
案
)
に
係
わ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
そ
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関
係
者
の
俸
喚
(
呼
び
出
し
)
と
か
、

(
9〉

助
す
る
の
が
そ
の
役
割
で
あ
っ
た
。

れ
も
、

貫
地
検
分
す
る
際
の
諸
々
の
雑
用
と
か
で
あ
っ
て

あ
く
ま
で
も
裁
判
が
成
立
す
る
た
め
に
補

し
か
し
割
鱗
案
で
は
、
前
稿
で
の
ベ
た
よ
う
に

皇
帝
自
ら
の
犯
人
掌
獲
に
謝
す
る
執
助
な
督
責
が
あ
り

控
査
形
態
を
盤
詰
(
不
審
者
を

償
問
に
よ
っ

て
捕
え
る
)
に
し
て
人
手
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
に
彼
等
ま
で
動
員
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
街
役
・
捕
役
を
動
員
す
る
仕
方
に
は
色
々
手
績
が
あ
り
、

必
ず
し
も
簡
車
で
は
な
い
。
そ
れ
を
次
に
の
べ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま

ず
街
役
か
ら
の
べ
る
が
、
街
役
が
捜
査
に
出
動
す
る
時
、
手
績
き
的
に
ど
う
異
る
の
か
は
寅
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
裁
判
の
時
の
や

り
方
と
同
じ
だ
と
偲
定
し
て
の
べ
る
こ
と
に
す
る
。

(m) 

街
役
が
裁
判
の
被
告
・
誼
人
を
捜
し
出
し
、
そ
の
身
鐙
的
自
由
を
奪
う
の
を
拘
と
言
う
。
も
っ
と
も
、
拘
す
る
と
い
っ
て
も
勝
手
に
は
出
来

な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
際
に
は
、
差
票
と
か
簸
票
と
か
呼
ば
れ
る
令
朕
粂
出
張
誼
明
書
の
如
き
文
書
が
街
役
に
渡
行
さ
れ
る
。
こ
の
差
票
を

そ
の
た
め
、
差
票
の
渡
行
及
び
そ
の
失
致
(
鈎
菓
)
は

街
役
を
統
制
す
る
重
要
な
手
段
と
な
る
の
で
あ
る
が

こ
の
過
程
を
理
解
す
る
た

- 90-

持
っ
て
始
め
て
正
首
に
拘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

め
に
は
、
州
豚
街
門
に
お
け
る
文
書
慮
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

州
鯨
街
門
は
、
大
き
く
二
つ
の
空
間
、
外
街
と
内
街
に
分
か
れ
る
。
前
者
は
、
書
吏
・
街
役
が
つ
め
て
い
る
公
的
な
空
間
。
後
者
は
、
本
来

は
知
州

・
知
腕
の
私
的
な
空
間
で
あ
る
が
、
宜
際
に
は
、
家
人
・
長
障
と
呼
ば
れ
る
使
用
人
、
幕
友
と
呼
ば
れ
る
顧
問
を
私
費
で
雇

っ
て
、
文

書
の
貼
検

・
管
理
を
行
い
、
外
街
の
書
吏
・
街
役
を
、
文
書
の
上
で
間
接
的
に
統
制
し
て
い
た
。

内
街
と
外
街
は
、
空
間
的
に
隔
絶
し
て
お
り
、
自
由
な
移
動
は
で
き
な
い
。
南
方
の
接
貼
に
い
て
文
書
の
流
通
を
行
い
、
人
の
出
入
り
に
監

覗
の
目
を
光
ら
せ
て
い
る
の
が
門
房
(
門
上
、
門
了
)
と
呼
ば
れ
る
家
人
で
あ
る
。

全
て
の

外
街

・
内
街
聞
の
文
書
流
通
は
、
そ
の
手
を
経
る

の
で
あ
る
。

外
街
に
は
、
吏
・
戸
・
置
・
兵
・
刑

・
工
の
六
房
、
承
設
房
・
供
招
房
等
が
あ
り
、
経
承
と
い
う
書
吏
頭
の
も
と
、
多
く
の
書
更
が
そ
れ
ぞ



れ
に
配
属
さ
れ
て
仕
事
を
し
て
い
る
。

彼
等
は
事
務
員
で
あ
る
。

そ
れ
に
射
し
、

貫
際
に
力
仕
事
を
す
る
の
は
街
役
で
あ
っ
て
、

阜
班
・
快

班

・
民
社

・
捕
班
の
四
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
頭
役
に
率
い
ら
れ
て
い
た
。

一
方
内
衝
の
方
は
、
眼
班
と
呼
ば
れ
る
小
間
使
、
炊
事
人
た
る
管
厨
、
顧
問
た
る
幕
友
な
ど
を
除
け
ば
、
家
人
達
が
、
門
房
、
簸
押
慮
、
用

印
慮
、
標
剣
慮
、
掛
挽
慮
、
謄
批
慮
と
い
っ
た
部
署
に
分
か
れ
て
、
文
書
管
理
を
し
て
い
た
。

(

日

〉

内
・
外
街
聞
の
文
書
の
流
れ
は
、
塵
同
組
氏
に
よ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
筆
者
の
判
断
で
一
部
補
い
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
キ

を
附
し
た
。

外
部
街
門
↓
門
房
(
以
下
内
街
〉
↓
策
押
慮
↓
知
鯨

・
幕
友
(
批
に
よ
っ
て
庭
理
の
方
向
を
指
示
〉
↓
掛
蹴
慮
(
文
書
の
整
理
番
放
を
打
つ
)
↓
策
押
慮

以
上
過
程
A

↓
門
房
(
以
下
外
街
)
↓
承
護
房
(
外
衡
の
文
書
流
通
を
請
負
う
)
↓
六
房
(
批
に
従
っ
て
草
稿
作
成
)
↓
承
護
房
↓
門
房
(
以
下
内
街
)
↓
簸
押
慮
↓
幕

以
と
泡
程

B

本

*

以

上

過

程

C

本

友
〈
草
稿
に
手
を
入
れ
る
)
↓
知
豚
(
認
可
・
不
認
可
を
決
定
)
↓
策
押
慮
↓
門
房
(
以
下
外
街
)
↓
承
護
房
↓
六
房
(
決
定
稿
の
作
成
)
↓
承
護
房
↓

門
房
(
以
下
内
街
)
↓
策
押
慮
↓
用
印
慮
(
印
を
捺
し
、
こ
れ
で
文
書
の
放
力
が
で
る
〉
↓
簸
押
慮
(
文
書
の
形
式
を
確
認
、
珠
批
の
標
剣
を
行
う
)
↓
掛

競
慮
(
整
理
番
読
を
打
つ
)
↓
門
房
(
最
終
貼
検
を
す
る
)
↓
外
部

- 91ー

お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
貫
際
に
は
色
々
な
ル
l
ト
が
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
こ
れ
は
一
例
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
は
、

内
衝
で
剣
断
が
示
さ
れ
、
外
街
で
そ
れ
に
鷹
じ
た
文
書
を
作
り
、
内
街
の
検
闘
を
経
た
後
に
寅
施
に
移
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
と
り
あ
え
ず
確

認
し
て
お
け
ば
よ
い
。

さ
て
肝
心
の
差
票
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
最
近
滋
賀
秀
三
氏
の
論
考
が
護
表
さ
れ
た

(
「
淡
新
捲
案
の
初
歩
的
知
識
ー
ー
一
雲
仙

案
件
に
現
わ
れ
る
文
書
の
類
型
|
|
」
『
東
洋
法
史
の
探
究
1

1
島
田
正
郎
博
士
頚
書
記
念
論
集
』
所
収
)
。
こ
れ
は
、
蓋
湾
に
現
存
す
る
淡
水
鹿
・
新
竹
豚

の
楢
案
を
精
査
し
、
そ
こ
に
現
れ
る
文
書
に
つ
い
て
、
類
型
化
し
、
解
説
を
加
え
た
も
の
で
、
買
物
に
擦
る
強
み
が
あ
る
。
筆
者
も
こ
の
成
果

を
利
用
し
つ
つ
差
票
に
つ
い
て
の
べ
て
み
た
い
。

767 

滋
賀
氏
に
よ
れ
ば
、
差
票
の
原
稿
に
は
、

四
欄
、
叉
は
五
欄
の
印
剣
が
捺
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
五
欄
の
も
の
に
つ
い
て
の
べ
れ
ば
、
右
か
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ら
O
月
O
日
護
房
、

O
月
O
日
迭
稿
、

O
月
O
日
夜
稿
、

O
月
O
日
建
策
、

O
月
O
日
策
襲
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

護
房
と
は
、
氏
の
の
べ
る
よ
う
に
膏
吏
に
書
類
(
批
の
附
さ
れ
た
訴
状
)
を
廻
付
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
廻
付
さ
れ
た
脅
吏
は
承
行
吏
書

(

日

)

と
呼
ば
れ
る
。
つ
ま
り
、
彼
が
そ
の
事
件
措
嘗
の
脅
吏
と
な
る
の
で
あ
り
、
差
票
の
原
稿
作
成
等
々
の
事
務
は
彼
の
仕
事
と
な
る
。
こ
れ
は
先

程
の
文
書
の
流
れ
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
過
程
A
に
嘗
る
。

次
の
遺
稿
は
、
氏
に
よ
れ
ば
書
吏
が
差
票
の
原
稿
を
逸
っ
て
来
る
こ
と
で
、
過
程
B
に
嘗
る
。
護
稿
は
、

「
長
官
が
賠
検

・
添
削
の
上
で
裁

可
の
「
行
」
字
を
興
え
て
再
び
脅
吏
に
交
付
」
す
る
こ
と
で
、
過
程
C
に
嘗
る
。

迭
策
は
、
氏
に
よ
れ
ば
、
忍
門
吏
が
確
定
原
稿
に
基
い
て
差
票
の
正
本
を
逢
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
が
、
朱
筆
記
入
を
待
つ
文
字
は
空
白
で
あ

る
と
い
う
。

朱
筆
記
入
さ
れ
る
主
な
も
の
は
、
係
り
の
差
役
の
名
、

日
附
の
数
字
、
票
の
有
数
期
限
、
裁
可
を
示
す
行
の
字
で
あ
る
が
〈
一
一
六
六
頁
〉
、
こ

- 92ー

れ
ら
の
中
で

一
番
大
切
な
の
は
係
り
の
差
役
を
誰
に
す
る
か
と
い
う
策
名
で
あ
っ
て
、
清
代
の
官
筋
書
に
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
議
論
が
頻
見
さ

れ
る
。

(

日

比

)

「
差
の
利
た
る
は
顕
然
な
り
」
と
い
う
吠
況
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
差
票
は
、
街
役
が
一
般
人
と
接
燭
す
る
際
、
そ
の
行
須

の
正
嘗
性
を
保
誼
す
る
公
的
文
書
で
あ
っ
て
、
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
不
正
が
行
わ
れ
易
か
っ
た
。

と
い
う
の
も

そ
の
た
め
策
名
を
行
う
者
は
、

い
わ
ば
街
役
に
恩
を
寅
る
よ
う
な
形
に
な
る
わ
け
で
、
誰
が
貫
際
に
策
名
し
て
い
る
か
は
重
要
な
問
題
な
の

で
あ
る
。

滋
賀
氏
は
、

「
署
内
で
朱
を
用
い
得
る
の
は
長
官
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
長
官
が
親
筆
を
も

っ
て
確
認
、
裁
定
、
裁
可
し
た
文
書
で

(

お

)

「「
策
護
」
は
長
官
が
こ
れ
に
朱
を
加
え
鯨
の
公
印
を
接
し
て
撞
嘗
街
役
に
交
付
す
る
こ
と
」
と
の
ベ
、

あ
る
と
い
う
樺
威
が
表
示
さ
れ
る
。
」、

長
官
自
ら
が
朱
筆
を
揮
っ
て
策
名
し
、
公
印
を
捺
す
か
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
る
が
、
官
筋
書
に
よ
れ
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
な
い
よ
う

で
あ
る
。



(

M
W
〉

ヨ
噛
恵
全
書
』
に
よ
れ
ば
、
卒
常
の
鰹
案
の
場
合
は
書
吏
が
策
名
し
、
命

・
盗
等
の
重
案
は
、
知
燃
が
行
う
と
あ
る
。
ま
た
、
回
世
間
租
氏
に

よ
る
先
程
の
文
書
の
流
れ
に
も
、
過
程
C
以
降
、
知
州
・
知
燃
は
出
て
こ
な
い
よ
う
で
あ
り
、
む
し
ろ
朱
筆
を
揮
う
の
は
策
押
慮
の
家
人
、
公

印
を
捺
す
の
は
用
印
虚
の
家
人
の
よ
う
で
あ
る
。
現
代
の
日
本
の
役
所
に
お
い
て
も
、
必
ず
し
も
長
官
自
ら
が
印
を
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
と
同
じ
様
に
、
清
代
の
街
門
に
お
い
て
も
、
朱
筆
や
官
印
は
長
官
が
自
ら
全
て
行
っ
て
い
る
と
言
う
よ
り
は
、
ル

l
テ
ィ
ン
ワ

ー
ク
的
部

分
、
重
要
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
家
人

・
幕
友
が
行
っ
て
い
た
と
考
え
た
方
が
貫
瞳
に
近
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

た
だ
、
か
と
言
っ
て
知
牒
・
知
州
が
全
く
誰
が
策
名
さ
れ
た
か
を
知
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
誰
が
汲
遣
さ
れ
た
か
は
必
ず
内
街
で

(

げ

)

把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
そ
の
案
渡
し
て
、

巳

逃
逸捕
せ役
るカ込
も(出
のι動
L '-'す
とる
いの
うは
具
ノ弘
口

で
街
役
の
訟
案
に
封
し
、

命

・
盗
・
拐
・
縞
な
ど
の
絹
案
で
あ
る
。

絹
案
の
特
徴

次
に
捕
役
に
つ
い
て
の
ベ
る
。

犯
人

・
容
疑
者
を
捜
索
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

(
凶
)

人

・
容
疑
者
の
身
鐙
的
自
由
を
奪
う
こ
と
を
絹

・
獲
・
悠
一:

捕

・
摘
と
言
う
。

ハ
印
〉

言
う
が
、
こ
の
場
合
に
も
捕
役
は
出
動
す
る
。

は

こ
の
時
、

犯

- 93ー

一
方
、
聞
き
込
み
、
風
評
に
よ
っ
て
捜
査
す
る
事
件
を
訪
案
と

州
鯨
衛
門
に
は
、
捕
鹿
・
捕
街
と
い
う
組
織
が
あ
り
、
佐
寛
官
に
率
い
ら
れ
て
い
る
。

る
。
し
か
し
捕
役
は
、
寅
際
に
は
知
牒
に
よ
っ
て
出
動
さ
せ
ら
れ
て
お
り
寅
質
的
に
は
刑
房
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
佐
武
官
は
、

捕
役
は
、

い
わ
ば
そ
こ
に
属
し
て
い
る
街
役
で
あ

捕
役
に
濁
し
て
全
面
的
な
統
率
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
知
燃
に
一
果
明
し
た
上
で
捕
役
を
率
い
て
捜
査
に
嘗
る
と
い
う
、
現
場
監
督
的

(
却
〉

な
役
割
を
請
負
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。

捕
役
に
も
や
は
り
牌
、
票
と
い
っ
た
文
書
が
給
付
さ
れ
る
。
票
は
、
街
役
の
差
票
と
同
じ
く
任
務
を
規
定
し
た
文
書
で
あ
る
が
、
牌
は
身
分

誼
明
書
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
本
来
の
直
別
で
あ
り
、
概
し
て
唆
味
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
牌
な
く
し
て
は
票
は
執
行
さ
れ
得
ず
、
票
な
く

し
て
の
牌
は
無
意
味
な
る
が
放
に
、
南
者
が
融
合
し
て
い
く
方
向
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(

幻

)

牌

・
票
は
、
佐
武
官
が
護
給
し
た
り
、
差
票
の
如
く
知
蘇
が
護
給
し
た
り
し
た
。
そ
れ
は
、

769 

一
般
に
は
事
件
の
呈
報
が
あ
っ
た
場
合
に
給
付
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〈

幻

)

さ
れ
た
が
、
廉
絹
批
牌
な
る
訪
案
用
の
牌
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
街
役

・
捕
役
は
、
票
・
牌
を
据
え
て
拘
寧
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
彼
等
は
票
・
牌
に
明
記
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
、
嘗
一
該
の
人

物
を
拘
寧
し
て
街
門
に
連
行
し
、
票

・
牌
を
註
錯
(
無
数
と
記
す
)
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
そ
う
し
な
い
と

彼
等
は
、
票

・
牌
の

官
の
側
と
し
て
は
、

(
お
〉

時
に
は
一
旦
返
却
さ
せ
、
正
月
の
開
印
〈
御
用
始
め
〉
の
時
に
再
給
付
す
る
と
い
う
慎
重
さ
で
あ
っ
た
。

も
つ
拘
学
の
正
嘗
性
に
事
雑
り
て
悪
事
を
働
く
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
た
と
え
ば

一
二
月
の
封
印
(
御
用
納
め
〉
の

票
の
慮
理
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
滋
賀
氏
が
先
程
の
論
考
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
(
一
二
ハ
七
J
八
頁
)
。

氏
に
よ
れ
ば

一
巣
な
る
復
命
書
が

差
役
か
ら
提
出
さ
れ
、
そ
の
中
で
票
の
返
納
が
の
べ
ら
れ

そ
れ
に
釣
し
長
官
が
批
で
指
示
(
大
牢
は
票
錦
、
つ
ま
り
回
牧
破
設
)
を
輿
え
る
と

い
う
。
た
だ
不
思
議
な
こ
と
に
、
復
命
書
が
出
る
の
は
牛
数
に
及
ば
ず
、
復
命
書
が
で
で
も
、
そ
れ
は
票
の
回
牧
期
限
を
大
幅
に
過
ぎ
て
か
ら

で
あ
る
と
い
う
。

筆
者
は
票
の
質
物
を
見
て
い
な
い
の
で
、
滋
賀
氏
の
疑
問
に
射
し
て
適
切
な
解
答
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
票
の
鹿
理
に
つ
い
て
は

- 94ー

『各
行
事
件
』
の
次
の
記
事
が
参
考
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

息
案
及
び
審
結
の
案
に
し
て
、
差
票
の
外
に
あ
る
あ
ら
ば
、
均
し
く
役
を
喚
び
て
署
に
進
め
、
限
を
立
て
て
門
房
に
綴
入
せ
し
む
る
を
要

み

ず

か

ら

ほ

う

乙

く

し

る

(

但

〉

す
。
自
己
官
に
回
し
、
礁
筆
も
て
錆
と
標
さ
ん
こ
と
を
請
う
。

」
の
自
己
と
い
う
の
が
誰
で
あ
る
か
が
問
題
だ
が

『各
行
事
件
』
は
恐
ら
く
家
人
の
震
の
手
引
書
で
あ
る
か
ら
、
街
役
で
は
な
く
、
門
房
、

叉
は
そ
れ
以
外
の
家
人
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
復
命
書
は
家
人
の
手
を
媒
介
し
て
提
出
さ
れ
、

し
か

も
そ
れ
が
提
出
さ
れ
る
の
は
、
裁
判
が

一
件
落
着
し
た
後
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
票
の
期
限
よ
り
大
分
後
に
復
命
蓄
が
で
る
の
で
あ

『一幅
恵
全
書
』
に
よ
れ
ば
、
月
に
六
回
程
、
ひ
ま
な
時
に
、

ろ
う
。
叉
、

一
括
し
て
票
を
錯
致
す
る
と
あ
る
。

そ
の
清
挽
の
日
期
は
一
月
に
六
次
、
空
日
を
揮
定
し
査
比
す
e

早
堂
の
事
畢
ら
ば
、
一
該
吏
に
責
成
し
、
各
房
及
び
差
役
を
喚
び
て
聴
比
せ

し
む
。
も
し
比
日
に
一
該
吏
一
果
せ
ざ
れ
ば
、
剖
ち
延
姪
作
弊
を
も
っ
て
重
責
す
。
そ
の
錯
、過
せ
る
贋
牌
は
創
ち
勾
抹
し
て
署
内
に
存
し
、
も



(

お

)

っ
て
査
考
に
備
う
。

(

お

)

菓
と
は
、
面
棄
と
い
う
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
文
書
と
は
限
ら
ず
、

口
頭
の
時
に
も
使
う
語
で
あ
る
。
右
の
ヨ
帽
恵

全
書
』
の
記
事
も
、
室
田
吏
が
口
頭
で
鋪
票
を
請
う
て
い
る
と
み
る
事
も
可
能
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
復
命
書
を
備
え
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の

で
あ
る
。
叉
、
票
が
失
致
し
て
か
ら
貰
際
に
破
聾
さ
れ
る
迄
の
聞
は
、
こ
の
記
事
か
ら
推
定
す
る
限
り
で
は
書
吏
、
恐
ら
く
は
承
行
吏
書
が
票

を
保
管
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(

幻

〉

一
件
文
書
に
貼
附
さ
れ
て
内
街
に
保
存
さ
れ
、
外
衝
に
は
流
出
し
な
い
仕
組
で
あ
っ
た
。

(

お

)

叉
、
牌
も
票
と
同
様
の
。
プ
ロ
セ
ス
で
庫
理
さ
れ
て
い
た
。

」
の
よ
う
に
し
て
破
聾
さ
れ
た
票
は
、
そ
の
後
、

こ
の
よ
う
に
し
て
み
て
み
る
と
、

一
人
の
街
役
、

一
人
の
捕
役
を
波
遣
す
る
た
め
に
は
、
書
吏
・
家
人
・
幕
友
・
知
鯨
が
全
て
干
預
し
、

し

か
も
文
書
が
何
度
も
往
復
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
必
ず
し
も
簡
単
な
話
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
以
上
の
各
過
程
の
中
で
、
捜
査
、
警
察
業
務
を
受
け
持
つ
よ
う
分
業
化
さ
れ
て
い
た
の
は
、
捕
役
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
書
吏
は
刑

phU 

0
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房
の
書
更
で
あ
る
し
、
幕
友
は
刑
幕
な
の
で
あ
る
が
、
彼
等
に
し
て
も
、
多
く
の
刑
名
的
事
務
の
中
の

一
つ
と
し
て
警
察
業
務
は
位
置
づ
け
ら

(

m

m

)

 

れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
い
う
な
れ
ば
、
捕
役
以
外
は
皆
、
警
察
業
務
を
品
兼
業
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
が
『
清
園
行
政
法
』
言
う
所
の
「
警
察
ハ
政
務
ノ
全
鰻
ト
混
浴
シ
、
其
精
分
化
セ
シ
ニ
嘗
リ
テ
モ
、
概
ネ
軍
放
及
裁
剣
ノ
事
務
ト
関
聯

シ
」
の
具
睦
相
で
あ
る
。
次
章
で
は

こ
の
章
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
「
軍
放
」
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

集k

拭

甲
山

系

統

割
線
案
で
緑
皆、
が
動
員
さ
れ
て
い
た
の
は
、
既
に
史
料
を
示
し
て
お
い
た
が
(
八
九
頁
)
、
念
の
た
め
も
う
一
つ
あ
げ
て
お
く
。

〈
雨
江
総
督
高
音
〉
並
び
に
叉
提
臣
に
杏
禽
し
、
各
銀
に
照
曾
し
、

各
替
の
時
間
・
備
・
汎
弁
に
責
成
し
て
、

一
睡
に
周
巡
し
て
査
絹
せ
し

771 

む
。
伯
り
て
男
に
武
員
内
の
能
事
の
遊
・
都
・
守
備
・
千
・
把
等
官
を
選
び
、
給
す
る
に
専
剖
を
も
っ
て
し
、
援
を
改
め
服
を
易
え
、
深



772 

(

ω

)

 

山
の
寺
院
・
人
畑
の
峡
集
せ
る
慮
所
に
あ
り
て
、
密
か
に
訪
縄
を
行
わ
し
む
。

こ
の
よ
う
に
大
々
的
に
動
員
の
抗
令
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

質
は

割
解
案
の
よ
う
な
性
格
の
事
件
に
緑
替
が
動
員
さ
れ
る
の

は
、
本
来
な
ら
ば
な
じ
ま
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
特
に
右
の
機
に
大
々
的
に
動
員
さ
れ
る
と
な
る
と
向
更
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
逆
に
こ
れ
を

組
織
運
営
の
柔
軟
さ
と
も
み
な
し
得
る
の
だ
が
、

と
り
あ
え
ず
は
、
総
替
の
通
常
の
任
務
を
見
て
お
き
、

そ
れ
か
ら
柔
軟
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
の
が
筋
で
あ
ろ
う
。

総
管
に
関
し
て
は
、
経
爾
綱

『仙
紙
管
長
士
ど
が
基
本
事
項
を
ま
と
め
て
お
り
、

い
か
、
総
告
の
卒
常
任
務
と
し
て
羅
氏
は
、
①
納
鞘

・
人
犯

・
銭
糧
等
の
解
迭
、

②
街
門
・
倉
庫

・
監
獄
等
の
警
備
、
③
絹
捕
、
④
邪
数

・
抗

(

但

)

憧
-

M

似
闘

・
賭
博
・
偏
佼
等
の
察
好
、
⑤
私
盤

・
私
銭
等
の
締
私
、
⑤
潜
船
・
銅
船
等
の
承
催
、
⑦
特
別
差
役
に
分
け
て
い
る
。

大
幾
重
買
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
そ
れ
に
よ

っ
て
み
て
い
き
た

-
」
こ
で
割
解
案
に
段
も
閥
係
あ
り
そ
う
な
の
は
、

④
の
邪
教
で
あ
ろ
う
が
、

『光
緒
大
清
舎
典
事
例
』
巻
六
三
六
、
緑
営
庭
分
例
、
雑
犯
を

見
る
と
、
邪
教
聞
係
の
い
応
分
例
が
出
る
の
は
、
嘉
慶
以
後
で
あ
る
。

叉
、
後
程
詳
し
く
み
る
が

乾
隆
三
四
年
一

O
月
二

O
日
(
丙
寅
)
の
上

- 96ー

識
で
、
武
官
は
民
間
邪
教
に
閲
し
て
は
責
任
を
負
わ
な
い
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
少
く
と
も
割
解
案
の
頃
は
、
法
理
上
は
邪
数
と

総
替
は
・
無
関
係
だ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

と
な
る
と
、
そ
れ
以
外
で
割
線
案
の
場
合
と
似
て
い
る
の
は
、
③
の
絹
捕
で
あ
ろ
う
。
⑤
の
絹
私
も
使
査
活
動
が
必
要
で
、
割
解
案
と
似
て

な
く
も
な
レ
が
、
制
到
象
が
特
殊
に
過
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
よ
っ
て
以
下
で
は
、
絹
捕
の
記
事
に
従
っ
て
緑
替
の
通
常
の
運
営
の
あ
り
方
を
見

て
い
く
こ
と
に
す
る
。
絹
捕
と
は
、
事
質
上
捕
、盗
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
底
分
例
で
も
多
大
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。

総
替
は
、
自
ら
暴
力
の
手
段
を
有
す
る
の
だ
か
ら
、
全
て
の
捕
盗
に
関
係
す
る
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
形
で
暴
力
を
仲
う
盗
、

つ
ま
り
鱗

盗
で
は
な
く
強
盗
の
時
に
出
動
す
る
と
考
え
る
の
は
自
然
で
あ
る
。

必
も

蓋
し
牌
弁
多
く
蝋
案
は
強
剖
に
比
せ
ず
と
以
い
、
疏
防
の
虞
れ
あ
り
。

(

幻

)

と
江
西
巡
撫
輔
徳
が
の
ベ
る
(
乾
隆
二
九
年
)
が
如
く
で
あ
る
。



だ
が
、
こ
の
よ
う
な
瞳
犯
に
封
し
て
慮
分
規
定
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

「
康
照
大
清
禽
典
』
巷
九
九
、
兵
部
一
九
、
縄
盗
、
凡
捕
盗

功
賞
に康

照
十
一
年
題
准
す
。
絹
盗
一
名
を
寧
獲
せ
ば
、
賞
銀
十
雨
。
二
名
は
賞
銀
二
十
雨
。

と
あ
る
。

事
」
な
る
項
目
を
み
る
と
、

も
っ
と
も
こ
れ
は
、
も
し
か
し
た
ら
北
京
に
お
け
る
規
定
で
あ
っ
て
、
地
方
で
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
、

『
薙
正
大
清
曾
胤
ハ
』
巷
一
三
八
、
兵
部
二
八
、
絹
盗
、
凡
地
方
失
事
に
、
康
照
三
七
年
に
至
っ

て
始
め
て
稿
盗
に

「
凡
地
方
失

関
す
る
規
定
が
出
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
康
照
)
三
十
七
年
覆
准
す
。
嗣
後
凡
そ
強

・
縞
・
仇
盗
の
疑
似
し
て
未
だ
明
ら
か
な
ら
ざ
る
の
慮
あ
ら
ば
、
武
職
官
は
期
を
限
り
て
題

参
す
る
に
拘
わ
ら
ず
、
た
だ
限
内
に
兵
部
に
報
明
し
て
案
に
存
せ
し
む
。
文
職
の
審
明
し
て
定
案
せ
し
後
を
侠
ち
て
、
即
ち
疏
防
の
各
官

こ
れ
は

「
凡
地
方
失
事
」
な
る
項
目
で
、
始
め
て
絡
盗
に
言
及
し
た
と
い
う
貼
で
注
目
に
値
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
積
極
的
に
購
盗
を

- 97ー

を
も
っ
て
題
参
し
、
例
に
照
し
て
議
慮
す
。

緑
替
の
庫
分
の
僚
件
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
先
程
の
輔
徳
の
護
言
や
、
後
程
見
る
布
蘭
泰
の
瑳
言
の
よ
う
に
、
乾
隆
期

に
な
る
と
緑
管
は
購
盗
に
針
し
て
は
無
関
心
、
責
任
外
と
み
な
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の

時
黙
で
強
盗
と
縞
盗
を
匡
別
し
た
の
は
、
慮
分
例
上
今
迄
盗
の
一
言
で
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
両
者
を
区
別
し
、
今
後
は
専
ら
強
盗
の
方
だ

け
を
緑
径
の
慮
分
の
封
象
に
し
て
レ
こ
う
と
す
る
法
的
思
考
を
示
し
て
い
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
逆
に
、
そ
れ
ま
で
慮
分
例
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
盗
の
字
は
、
繕
盗
を
含
む
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
鱗
盗
に
針
し

て
も
緑
管
は
責
任
を
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
あ
る
一
意
味
で
は
嘗
然
な
の
で
あ

っ
て
、
順
治

・
康
照
期
は
、
明
清
鼎
革
に
伴
う
諸
々
の
社
舎
不
安
の
除
震
を
ま
だ
被
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
指
摘
盗
と
強
盗
の
匡
別
な
ど
せ
ず
、
と
に
か
く
治
安
維
持
、
祉
禽
安
定
の
た
め
に
、
総
替
が
前
面
に
出
る
必
要
が
あ
っ
た
。

773 
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し
か
し
、
次
第
に
秩
序
が
回
復
し
、
祉
舎
が
安
定
し
て
く
る
に
つ
れ
、
級
以
呂
が
全
面
的
に
出
て
来
る
必
要
性
は
失
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
確

か
に
、
嬬
盗
に
劃
し
て
慮
分
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
法
理
上
は
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
嘱
犯
の
よ
う
に
護
生
件
数
の
高
い
も
の
に

一
々
適
用
し
て
い
て
は
き
り
が
な
い
。

総
営
の
貫
質
的
な
組
織
車
位
で
あ
る
営
は
、

替
の
所
在
地
(
専
ら
府
の
所
在
地
で
あ
る
)
に
は
ま
と
ま
っ

又
、
よ
り
切
貨
な
問
題
と
し
て
は

た
兵
丁
を
擁
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
所
で
は
、

た
と
え
鯨
城
と
難
も
、

一
O
人
程
し
か
い
な
い
場
合
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
例

職
と
し
て
、
潅
正
五
年
に
設
け
ら
れ
た
山
西
省
の
津
州
営
を
見
て
み
た
い
。
左
は
潅
正
一
三
年
頃
の
陣
容
で
あ
る
。

轄

都
司
策
書

千

綿、

把

統!

外
委
千
組

外
委
把
総

外
委
千
穂 名

駐
割
地

タ卑
同

丘
(
丁
数

府

城

鳳
蓋

・
高
卒
・

陽
城
・
陵
川
四
廓

鳳
蓋
東
・
西

・
北
三
路
の
汎
地
六
ケ
所

一一

O

府

城

八

- 98ー

捌
車
銀

高
卒
牒
城

陽
域
牒
域

陵
川
照
城

鳳
蓋
南
路
の
汎
地
七
ケ
所
(
但
し
揃
車
鎖
汎
二

O
名
、
横
雲
鋲
汎
五
名
)

四

O 

鯨
城
、
汎
地
六
ケ
所

i¥ 

牒
城
、
汎
地
三
ケ
所

九

J豚
城

O
 

(
お
〉

計
二
二
五

津
州
府
鳳
蓋
豚
城
に
遊
軍
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
兵
丁
が
い
る
他
は
、
牒
城
と
い
え
ど
も
守
備
隊
は
一

O
人
。
あ
と
は
汎
と
呼
ば
れ
る
駐
屯
地
に

概
ね
三
人
い
る
の
が
内
買
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
少
人
数
し
か
い
な
い
と
な
る
と
、
総
替
は
、
所
に
よ
っ
て
は
、
先
程
の
羅
氏
の
分
類
で
言
う
な
ら
、
①

・
②

・
⑤

・
⑥
、
特
に

①
の
解
迭
に
専
ら
役
便
さ
れ
て
し
ま
い
、
貫
際
問
題
と
し
て
踊
犯
ま
で
手
が
回
ら
な
か
っ
た
。
叉
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
州
牒
守
口
の
下
の
捕
役

が
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
ま
か
し
て
お
け
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。



以
上
の
事
情
に
よ
り
緑
替
は
、
捕
盗
に
関
し
て
は
、
暴
力
性
の
な
い
窮
盗
に
は
出
動
せ
ず
、
暴
力
性
の
あ
る
強
盗
に
出
動
す
る
と
い
う
よ
う

に
、
自
ら
の
守
備
範
園
を
劃
定
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
乾
隆
期
と
も
な
る
と
、
先
程
の
江
西
巡
撫
輔
徳
の
言
や
、
直
隷
古
北
口
提
督
布
蘭
泰
の
言
、

且
つ
盗
案
は
弁
員
の
参
慮
あ
る
に
よ
り
て
、
な
お
戒
曜
を
知
る
も
、
嬬
案
は
並
び
に
こ
れ
を
勤
絹
す
る
な
し
。
拘
提
は
任
意
に
し
て
疎
虞

た
り
。

(

悦

)

(
乾
隆
一
五
年
〉
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
痛
犯
に
劃
す
る
我
れ
関
せ
ず
的
態
度
が
は
び
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
揖
捕
に
お
け
る
緑
替
の
閲
興
の
饗
遷
を
み
て
い
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
推
し
量
る
な
ら
ば
、
割
解
案
の
如
き
事
件
に
、
緑
管
が

出
動
、
そ
れ
も
大
々
的
に
出
動
し
て
い
る
の
は
、
非
常
に
特
異
な
事
態
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ぜ
な
ら
割
解
案
は
、
縞
盗
と
同
じ
く
全

く
暴
力
的
要
素
の
な
い
事
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
犯
人
達
は
、

迷
掛
照
を
使
っ
て
人
を
失
一
押
さ
せ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

暴
力
を
振
う
こ
と
は
な

- 99-

し、。
し
か
る
に
、
暴
力
性
の
依
如
し
た
割
牌
案
に
、
緑
替
が
投
入
さ
れ
た
の
は
、
前
稿
で
の
ベ
た
よ
う
に
、
乾
隆
一
帝
が
異
常
な
ま
で
に
事
件
解
決

を
目
指
し
た
こ
と
と
、
盤
詰
(
不
審
者
訊
問
〉
と
い
う
捜
査
形
態
を
と
っ
た
た
め
に
、
多
大
な
人
員
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
に
館
開
国
す
る
。

ま
た
、
他
に
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
原
因
と
し
て
、
上
述
の
如
き
法
運
営
の
現
買
を
無
視
し
た
か
の
よ
う
な
素
撲
な
見
解
が
存
在
し
た
こ

と
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
乾
隆
一
帝
の
上
誌
の
中
に
端
的
に
現
れ
る
。

(

お

)

(
乾
隆
)
二
十
八
年
識
す
e

地
方
の
文
武
は
均
し
く
絹
匠
の
責
あ
り
。

こ
の
よ
う
な
素
撲
な
見
解
が
あ
る
限
り
、
割
解
案
に
お
け
る
緑
替
の
動
員
は
、
法
的
に
は
と
も
か
く
、
常
識
的
に
は
何
等
異
と
す
る
に
足
り
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
事
貫
、
割
解
案
の
捜
査
に
嘗
っ
た
淑
江
巡
撫
の
永
徳
も
、

ず

で

そ
の
各
虚
の
管
汎
の
武
弁
も
ま
た
絹
匿
の
責
あ
り
。
臣
先
に
上
誌
を
奉
ぜ
る
の
時
、
倶
に
己
経
に
提
臣
に
移
合
同
し
て
、
轄
節
し
て
厳
密
に

775 

協
揖
せ
し
め
て
案
に
在
り
。
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(

お

〉

と
の
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
地
方
の
文
武
は
均
し
く
絹
匪
の
責
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
文
武
が
絹
匪
の
利
害
を
同
じ
く
し
て
い
た
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
む

し
ろ
文
武
は
、
縄
匪
に
関
し
て
一
致
園
結
で
き
ず
、

互
い
に
反
目
し
あ
っ
て
い
た
の
が
現
買
で
あ
っ
た
。

ゃ
し
な

地
方
の
文
武
は
均
し
く
絹
匠
の
責
あ
り
。

乃
る
に
、
州
豚
捕
役
中
の
投
猪
な
る
者
、
卒
時
は
賊
を
象
う
を
も

っ
て
故
智
と
な
す
。
或
い
は
、
弁
兵
の
首
先
に
蝿
獲
す
る
を
経
れ
ば
、
既
に
己
に
利
せ
ず
。
有
司
等
も
ま
た
捕
役
よ
り
獲
う
る
に
非
ざ
る

(
乾
隆
)
二
十
八
年
識
す
。

を
も
っ
て
、
未
だ
心
に
腔
域
を
存
す
る
を
菟
れ
ず
。
帆
ち
、
迭
審
の
時
に
、
そ
の
技
展
し
て
、
巧
み
に
開
脱
を
な
す
に
任
す
。
外
省
の
積

(

幻

)

習
相
沿
う
こ
と
ま
た
一
日
に
非
ず
。

要
す
る
に
、
緑
営
側
が
挙
獲
し
た
と
な
る
と
、
州
儒
官
側
は
嘗
然
疏
防
の
罪
に
問
わ
れ
る
わ
け
で
、
州
綜
官
と
し
て
は
、
裁
判
権
を
一
手
に
握

っ
て
い
る
の
を
い
い
こ
と
に
、
犯
人
を
無
罪
穣
放
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

絹
蹴
の
事
は
、
専
ら
捕
役
に
あ
り
。
皆
兵
と
協
絹
す
る
も
の
あ
る
も
、
大
い
に
是
れ
事
を
誤
る
。
夫
れ
皆
兵
は
、
賊
に
借
り
て
以
て
民
を

援
が
す
に
す
ぎ
ず
e

捕
役
も
ま
た
兵
を
指
し
て
、
以
て
過
を
卸
す
を
得
。
何
の
盆
あ
ら
ん
や
。
捕
役
を
専
差
し
て
、
方
め
て
責
成
あ
る
に

(

お

〉

し
か
ず
。
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一
方
、
州
鯨
官
側
に
も
言
い
分
は
あ
る
。

総
替
は
、
単
に
滋
擾
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、

買
際
問
題
と
し
て
、
雨
者
は
同

一
空
間
に
共
存
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
何
と
か
し
て
衝
突
や
、
責
任
の
な
す
り
あ
い
を
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
解
決
策
は
、
雨
者
の
守
備
範
闘
を
し
っ
か
り
と
劃
定
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
た
。

し
か
し
こ
の
方
法
は
、
首
然
自
分
の
守
備
範
囲
以
外
に
閲
し
て
は
、
責
任
は
な
い
と
い
う
態
度
を
生
み
だ
す
。
特
に
、
本
々
反
目
し
あ
っ
て

い
る
と
す
れ
ば
尚
更
で
あ
る
。

同
城
の
文
武
は
、
休
戚
は
こ
れ
を
均
し
く
し
、
捕
盗
・
絹
私
は
事
皆
一
鐙
な
り
。
珍
域
を
小
分
す
る
は
、

や
や
も
す
れ
ば
窒
硬
多
し
。
そ



(
鈎
〉

の
始
ま
る
と
こ
ろ
を
原
ぬ
る
に
、
中
十
ば
は
兵
役
睦
じ
か
ら
ず
、
偏
護
し
て
嫌
を
成
す
に
由
る
。

在
輝
組
が
、
営
伍
と
和
せ
と
説
く
所
以
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
地
方
に
お
い
て
は
、
文
武
が
互
い
に
反
目
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
警
察
業
務
は
、
何
が
文
官
の
責
任
で
あ
り
、
何
が

武
官
の
責
任
で
あ
る
か
が
、
暗
黙
の
了
解
と
し
て
決
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
「
文
武
は
均
し
く
絹
匠
の
責
あ
り
L

と
い
う
素
撲
な

見
解
が
暗
歎
の
了
解
を
打
ち
砕
い
た
こ
と
も
あ
る
し
、
そ
の
了
解
に
反
す
る
法
令
も
存
在
し
た
。
し
か
し
、
卒
常
時
に
は
暗
黙
の
了
解
が
支
配

し
て
お
り
、
そ
の
了
解
に
抵
燭
す
る
よ
う
法
が
運
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
文
武
聞
の
暗
黙
の
了
解
は
、
割
解
案
の
翌
年
、
乾
隆
三
四
年
に
至
っ
て
明
る
み
に
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
『
高
宗
寅
録
』
三

四
年
一

O
月
丙
寅
(
二

O
日
〉
の
記
事
、
失
察
邪
教
の
答
に
よ
り
降
調
を
部
議
さ
れ
た
副
将
・
遊
撃
を
差
委
に
留
め
た
い
と
い
う
南
江
線
督
高

菅
の
奏
摺
に
乾
隆
一
帝
が
答
え
た
も
の
で
あ
る
。

乾
隆
帝
に
よ
れ
ば
、
地
方
の
公
事
は
文
武
倶
に
責
任
が
あ
る
が
、

盟
・
拒
捕
等
は
武
官
の
責
が
重
い
。
民
間
邪
教
・
賭
博
・
焼
鍋
等
は
文
官
の
専
責
で
あ
っ
て
、
武
官
は
無
関
係
で
あ
る
。
購
盗
の
疎
防
も
文
官

の
方
が
重
く
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
而
る
に
、
奮
制
で
文
武
倶
に
吏
議
に
興
る
の
は
不
適
嘗
で
あ
る
。
よ
っ
て
乾
隆
一
帝
は
、
吏
部
・
兵
部
に
、
文

や
は
り
自
ず
と
区
分
が
あ
る
。

例
え
ば
、

取
水
衆
抗
官
・
江
洋
盗
劫
・
私
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武
の
責
を
そ
れ
ぞ
れ
明
確
化
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

(

的

制

)

こ
の
指
示
は
、
後
に
乾
隆
三
九
年
の
『
中
橿
政
考
』
と
し
て
結
貧
す
る
が
、
こ
の
上
誌
を
引
き
出
し
た
原
因
の
失
察
邪
教
が
、
割
線
案
の
捜

(
H
U
)
 

査
に
よ
っ
て
副
次
的
に
明
る
み
に
出
た
諸
々
の
邪
教
を
指
す
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
治
安
維
持
に
お
け
る
文
武
の
責
の
明
確
化
と
い
う
、
清
代
官
僚
制
度
上
劃
期
的
な
上
識
を
引
き
出
し
、
結
貰
さ
せ
た
黙
に
、

割
解
案
が
時
代
に
及
ぼ
し
た
意
外
な
側
面
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
以
下
の
こ
と
は
乾
隆
三
九
年
の
『
中
極
政
考
』
を
精
査
し
な
く
て
は
わ
か
ら
な
い
が
、
今
迄
暗
黙
の
了
解
で
す
ま
せ
て
お
い
た
も

つ
ま
り
、
は
っ
き
り
と
何
が
誰
の
責
任
で
あ
る
の
か
を
明
文
化
す
る
の
は
、
警
察
機
能
の
分
業
化
を
越
え
て
、
む
し
ろ

777 

の
を
明
る
み
に
出
す
、
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縄
張
り
主
義
(
診
域
の
見
〉
を
公
認
化
す
る
も
の
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
文
武
は
均
し
く
線
医
の
責
あ
り
」
と
い
う
陵
味
な
常
識
的
見
解
も
認
め
ら
れ
た
。
責
任
の
諦
麗
が
明
文
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
よ
う
な
素
撲
な
見
解
は
通
じ
に
く
く
な
り
、
自
分
の
責
任
外
の
も
の
は
他
人
の
責
任
内
の
こ
と
で
あ
り
、
阻
(
り
知
ら
ぬ
と
い
う
こ
と

な
ぜ
な
ら
、

今
迄
は
暗
歎
の
了
解
で
あ
っ
た
が
故
に

逆

し
か
し

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
何
し
ろ
こ
れ
は
慮
分
例
な
の
で
あ
る
か
ら
、
下
手
に
手
を
出
し
て
庭
分
を
受
け
た
ら
大
愛
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
責
任
範
園
は
盆
々
精
密
に
劃
定
さ
れ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
慮
分
例
が
益
々
増
え
て
い
く
。
こ
の
こ
と
が
も
た
ら
す
結
果

に
つ
い
て
は
、
第
四
章
で
の
べ
よ
う
。

情

報

の

移

動

前
の
二
つ
の
章
で
は
、
州
鯨
街
門
内
に
お
け
る
警
察
機
能
の
混
溝
、
文
官
と
武
官
と
の
聞
に
お
け
る
警
察
機
能
の
分
捨
を
見
て
き
た
。
本
章
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で
は
、
専
ら
文
官
系
統
に
即
し
て
、
上
下
官
聴
聞
に
ど
の
よ
う
に
し
て
情
報
が
行
き
来
し
て
い
た
の
か
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
警
察
機
能

が
特
定
の
機
構
に
分
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
以
上
、
警
察
関
係
の
情
報
も
、
既
存
の
一
般
行
政
の
情
報
ル
l
ト
に
乗
っ
て
停
達
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

清
代
に
お
い
て
、

上
級
官
聴
か
ら
下
組
官
臆
へ
の
文
書
を
下
行
文
書
、
下
紐
官
聴
か
ら
上
紐
官
臆
へ
の
文
書
を
上
行
文
書
、
同
等
官
聴
聞
の

文
書
を
卒
行
文
書
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
貿
で
あ
る
。

た
だ
、
若
干
奇
妙
に
思
わ
れ
る
の
は
、
事
質
上
官
聴
聞
の
公
的
な
や
り
と
り
で
あ
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
形
式
的
に
は
私
信
と
し
て
や
り
と
り

(

必

)

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
上
行
文
書
で
は
詳
が
公
的
文
書
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
一
粟
が
私
的
文
書
に
嘗
る
。

こ
の
公
私
の
匿
別
を
ど
こ
で
つ
け
る
か
と
い
う
と
、
端
的
に
は
、
官
印
の
有
無
に
よ
っ
て
決
る
の
で
あ
る
。
官
印
こ
そ
が
公
的
権
威
を
保
謹

(

円

相

)

す
る
。そ

れ
で
は
、
な
ぜ
官
印
の
な
い
私
信
で
あ
る
菓
が
事
質
上
公
文
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
か
と
言
う
と
、
菓
は
私
信
で
あ
る
が
放
に
、
必
ず
上



可
が
目
を
通
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
任
輝
租
は
言
う
。

申
上
の
文
を
験
と
い
い
、
詳
と
い
い
、
菓
と
い
う
。
験
は
た
だ
立
案
す
る
の
み
。
詳
は
必
ず
批
回
す
。
然
れ
ど
、
た
だ
府
批
の
み
内
署
由

り
核
開
し
、
道
よ
り
以
上
は
皆
経
承
擬
批
す
。
上
官
の
寓
目
す
る
に
暇
な
き
も
の
あ
り
。
一
果
な
れ
ば
則
ち
親
閲
せ
ざ
る
な
し
。
情
簡
繁
噴

(

川

叫

〉

に
し
て
、
詳
に
入
る
る
に
便
な
ら
ざ
る
、
及
び
必
ず
し
も
詳
耕
せ
ざ
る
の
事
は
、
棄
に
非
ざ
れ
ば
不
可
な
り
。

第

一
章
で
見
た
よ
う
に
、
街
門
の
文
書
鹿
理
機
構
は
複
雑
で
あ
り
、
公
文
書
が
官
に
届
く
前
に
多
く
の
人
聞
の
手
を
渡
る
。
そ
の
た
め
、

書
吏

頭
の
経
承
が
判
断
を
示
し
、
必
ず
し
も
官
が
判
断
を
示
さ
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
に
封
し
、
私
信
な
ら
ば
必
ず
官
の
手
に
渡
る
。
こ
こ
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故
割
解
案
に
お
い
て
も
、
大
牢
の
州
鯨
官
は
一
果
で
報
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
上
行
文
書
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
官
僚
制
で
は
、
権
限
が
上
級
機
関
に
付
輿
さ
れ
て
い
る
関
係
上
、
必
然
的
に
上
行
文
書
よ
り
は

事
貫
割
鱗
案
の
史
料
で
、
塵
倒
的
に
多
い
の
は
下
行
文
書
の
ケ

i
ス
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
多
い
の

下
行
文
書
の
方
が
重
要
に
な
る
。

t主

「筋
」
と
い
う
字
で
示
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
誰
そ
れ
に
筋
し
て
何
々
せ
し
む
、
と
い
う
形
で
現
れ
る
。
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も
っ
と
も
、
筋
は
誠
め
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

素
直
に
誰
そ
れ
に
誠
め
て
何
々
さ
せ
る
と
で
も
-
誇
す
場
合
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
筋

の
字
の
背
後
に
何
ら
か
の
形
で
文
書
が
附
随
し
て
い
た
の
は
、
官
僚
制
で
あ
る
以
上
嘗
然
で
あ
ろ
う
。

(

必

)

清
末
の
公
文
書
雛
形
集
で
あ
る
人
エ
賓
廉
『
公
文
式
」
で
は
、
下
行
文
の
中
に
筋
そ
の
も
の
は
出
て
こ
な
い
も
の
の
、

て
、
札
な
る
文
書
形
式
の
一
種
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
割
熊
案
で
寅
際
に
確
認
し
て
み
る
と
、

(
日
叩
〉

(
雨
江
総
管
)
並
び
に
各
地
方
の
文
武
に
逼
筒
し
て
、
掛
黒
羽
仰
を
巌
撃
せ
し
む
。

(
安
徽
巡
撫
)
嘗
即
に
泉
司
に
札
行
し
て
、
宿
州

・
青
陽
豚
に
飛
筋
し
て
、
玉
石
・
張
四
儒

・
張
四
・

王
機
の
各
犯
を
巌
密
に
査
寧
せ
し

(
円
引
〉

む
。
:
:
:
宿
州
知
州
劉
灼
の
棄
に
擦
る
に
稽
す
ら
く
、
密
礼

(
H札
〉
を
奉
到
し
細
査
す
る
に
・

礼
節
・
通
簡
と
熟
し

779 

と
い
う
よ
う
に
、
通
筋
・
札
筋
の
用
例
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
筋
」
の
背
後
に
は
、
少
く
と
も
札
な
る
文
書
形
式
は
あ
っ
た
と
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札
に
は
、
下
行
文
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
官
印
の
捺
さ
れ
て
い
な
い
私
信
で
あ
る
と
い
う
重
要
な
性
格
が
あ
る
。

割
と
札
は
性
質
問
じ
か
ら
ず
。
故
に
形
式
も
ま
た
異
な
る
。
札
は
則
ち
標
殊
し
、
劉
は
標
殊
を
庸
う
る
な
し
。
札
の
文
面
は
蓋
印
を
用
い

(
組
制
)

ず
。
剖
の
文
面
は
必
ず
す
べ
か
ら
く
蓋
印
す
ベ
し
。

こ
の
よ
う
に
全
賓
廉
は
説
く
。
き
す
れ
ば
、
札
は
上
行
文
の
一果
に
封
臆
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
先
の
例
で
見
た
よ
う
に
、
泉

司
か
ら
の
密
札
を
奉
じ
た
宿
州
知
州
が
菓
で
報
告
し
、

(

必

)

叉
、
七
月
-
初
七
日
に
署
賞
池
豚
知
鯨
董
世
明
の
一果
に
撲
る
に
轄
す
ら
く
、
密
札
を
遵
奉
し
て
・
:
・

と
、
や
は
り
密
札
を
奉
じ
た
署
貴
池
鯨
知
鯨
が
、

一果
で
報
告
し
て
い
る
の
も
わ
か
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
割
解
案
に
お
い
て
、

上
司
は
札
を
多
用
し
て
指
示
を
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

頁
)
。 第

一

章
で
州
豚
の
文
書
監
理
機
構
を
述
べ
た
際
に
、

例
え
ば
外
部
か
ら
来
た
文
書
で
、

程
同
組
氏
が
提
示
し
た
以
外
に
も
色

々
な
ル
l

ト
が
あ
る
と
断
っ
て
お
い
た
(
九

一

知
燃
の
目
に
蝿
れ
る
こ
と
な
く
、

家
人
に
よ
っ
て
適
宜
慮
理
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
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ヲ匂
。

如
し
門
上
、
文
を
迭
り
て
進
来
せ
ば
、
先
に
官
に
迭
り
て
看
せ
、
後
に
師
爺
に
迭
り
て
看
せ
し
む
る
も
の
あ
り
。
先
に
師
爺
に
迭
り
て
核

定
し
、
再
び
官
に
迭
り
て
看
せ
し
む
る
も
の
あ
り
。
師
爺
と
官
の
看
過
す
る
を
待
た
ず
、
先
に
護
掛
を
行
う
も
の
あ
り
。
そ
の
軽
重
緩
急

(

印

)

を
論
じ
、
事
に
臨
み
て
愛
通
し
て
樹
理
せ
よ
。

と
い
う
の
も
、

一
々
官
の
判
断
を
仰
い
で
い
て
は
、
庭
理
が
遅
れ
て
、
慮
分
の
劉
象
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

上
憲
の
来
た
す
と
こ
ろ
の
公
文

・
札
簡
は
、
文

・
札
を
も
っ
て
(
家
人
が
)
訴
看
し
、

(

日

)

し
遅
延
し
て
官
就
の
彪
分
に
興
ら
ば
、
即
ち
不
美
た
り
。

何
か
要
緊
の
公
事
あ
ら
ば

随
到
障
制
附
せ
よ
。
若

こ
の
よ
う
に
、
官
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
慮
理
し
て
し
ま
う
や
り
方
が
あ
る
一
方
で
、
札
筋
は
ま
だ
し
も
官
が
し
っ
か
り
と
見
る
可
能
性
が

(川向か

っ
た
。



上
憲
の
来
た
す
と
こ
ろ
の
札
筋
、

み

ず

(
家
人
〉
自
己
か
ら
心
を
留
め
て
看
過

み

ず

し
、
件
数
を
査
貼
す
る
を
要
す
。
官
に
呈
し
て
、
閲
し
て
到
期
を
剣
せ
し
む
。
官
の
到
期
を
剣
せ
し
の
慮
は
、
自
己
か
ら
頼
の
内
競
章
子

(

臼

)

を
要
す
。

及
び
卒
行
移
文
は
、

門
房
由
り
開
訴
し
て
看
過
し
て
、
途
来
す
。

そ
の
た
め
札
が
多
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
、
札
が
本
々
は
私
信
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

た
と
え
札
の
由
来
が
私
信
で
あ
り
、
叉
、
現
に
官
印
を
捺
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
私
信
の
形
態
を
保
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
寅
質
的

に
公
文
の
機
能
を
果
し
て
い
る
と
み
る
の
が
素
直
で
あ
る
。

一
つ
は
、
先
程
の
ベ
た
よ
う
に
、
札
の
使
用
頻
度
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
札
が
原

来
は
私
信
と
し
て
の
性
質
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
量
が
増
え
て
く
る
に
つ
れ
、
本
来
の
公
文
を
押
し
の
け
て
、
公
文
の
機
能
を
代
替

そ
の
理
由
は
二
つ
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
は
、
札
の
侍
え
る
情
報
自
睦
が
、
園
家
機
能
の
履
行
を
要
求
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
史
料
が
そ
う
で
あ
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る
。

臣
(
江
蘇
巡
撫
彰
費
〉
随
ち
に
揚
州
替
遊
撃
白
雲
上
に
密
委
し
て
、
〈
海
州
に
〉
飛
赴
し
、
地
方
官
と
曾
同
し
て
密
速
に
緯
撃
せ
し
む
。
-

(

臼

〉

一
面
、
准
揚
道
巴
霊
阿
、
及
び
海
州
知
州
に
飛
筒
し
て
整
備
舎
崩
し
、
務
め
て
壷
く
寧
獲
を
行
い
、
並
び
に
揚
州
に
解
赴
せ
し
む
。

こ
れ
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
海
州
に
お
け
る
犯
人
寧
獲
と
い
う
任
務
を
准
揚
道
、
海
州
知
州
に
命
ず
る
の
に
、
筒
H
札
筋
な
る
私
的
文
書

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
貫
は
、
も
う
一
方
の
揚
州
管
遊
撃
に
下
さ
れ
た
委
な
る
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
命
令
も
、
文
書
型
式
の
上

〈

臼

)

か
ら
み
れ
ば
札
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
委
は
、
官
筋
書
で
専
ら
札
委
と
い
う
形
で
現
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
札
な
る
私
信
は
、
園
家
機
能
(
こ
の
場
合
は
警
察
機
能
〉
の
履
行
要
求
に
際
し
て
も
使
用
さ
れ
る
。
叉
、
そ
れ
が
奏
摺
の
中
で

言
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
札
の
こ
の
よ
う
な
使
用
は
何
等
不
法
な
こ
と
で
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
故
、
札
は
事
賞
上
公
文
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と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
な
札
と
い
う
私
信
の
採
用
の
中
に
、
組
織
運
営
に
射
す
る
柔
軟
な
態
度
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
規
則
、
手
績
き
で
融
通
の

き
か
な
い
園
家
機
構
の
中
に
、
全
く
そ
れ
と
は
異
る
原
理
の
も
の
を
貫
通
さ
せ
る
。

に
、
機
構
に
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
な
く
俸
達
さ
れ
、
硬
直
化
を
救
う
の
で
あ
る
。

札
は
官
印
が
捺
さ
れ
ず
、

権
威
が
付
輿
さ
れ
な
い
が
故

し
か
し
、
こ
の
柔
軟
さ
は
、
卸
座
に
硬
直
化
へ
の
危
機
に
直
面
す
る
。
便
利
さ
が
私
信
の
利
用
を
高
め
、
私
信
が
凱
註
さ
れ
て
く
る
。
こ
の

量
の
増
大
が
私
信
の
柔
軟
な
性
質
を
鑓
容
さ
せ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、

章
を
改
め
て
の
べ
よ
う
。

四

機
能
の
硬
直
化

前
章
で
の
べ
た
よ
う
な
情
報
移
動
は
、
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
、
第
一
一
章
で
み
た
州
豚
街
門
、
第
二
章
で
み
た
緑
替
を
も
ま
き
こ
ん
で
お
り
、

文

・
武
官
が
警
察
機
能
を
果
す
上
で
不
可
紋
の
要
素
で
あ
る
。
割
鱗
案
の
よ
う
に
華
北
・
華
中
の
全
域
を
ま
き
こ
み
、

一
州

・
一
瞬
で
完
結
し

-106-

え
な
い
贋
域
犯
罪
の
場
合
を
考
え
れ
ば
、

い
わ
ず
も
が
な
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
、
情
報
移
動
の
性
格
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
警
察
機
能
が
自
ず
と
そ
の
性
格
と
極
端
に
反
す
る
形
を
と
り
得
な
い
こ
と
も
わ
か

る
。
本
章
は
こ
の
よ
う
な
視
角
の
も
と
に
、
警
察
機
能
の
清
代
的
な
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

以
下
の
こ
と
は
従
来
あ
ま
り
注
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
清
代
の
街
門
で
何
が
問
題
か
と
い

っ
て
、
文
書
慮
理
の
多
さ
ほ
ど
問
題

な
も
の
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
闘
す
る
興
味
深
い
議
論
は
、

『皇
清
奏
議
』
巷
四
四
、
王
安
闘
「
請
酌
省
簿
書
疏
」

奏
鈎
(
決
算
報
告
)
に
ど
れ
だ
け
多
く
の
書
類
が
必
要
で
あ
る
か
を
述
べ
た
あ
と
、

(
乾
隆
ご
年
〉
で
あ
る
。

彼
は
、

命
盗
案
件
に
も
論
及
す
る
。

若
干
長
い
が
、
次
に

謬
出
し
て
お
く
。

殺
人
、
強
盗
事
件
の
場
合
は
、
事
件
が
起
き
た
ら
報
告
し
、
被
害
朕
況
を
調
べ
、
犯
人
を
濯
補
し
た
ら
報
告
す
る
。
州
豚
で
審
問
、
刑
の

貼
が
あ
る
な
ら
ば

原
案
を
作
っ
て
府
・
按
察
司
へ
犯
人
を
迭
る
わ
け
だ
が
、
府
・
司
で
審
問
す
る
に
あ
た
っ
て
、
全
供
獄
を
し
っ
か
り
と
み
て
、
本
賞
に
疑

っ
き
か
え
し
て
再
審
さ
せ
る
。
こ
れ
は
、
倒
れ
み
刑
を
慎
重
に
す
る
の
一
意
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
幕
友
・
書
更
は
勝



手
気
億
で
、
ざ
っ
と
み
た
だ
け
で
、
枝
葉
末
節
を
あ
げ
つ
ら
う
。

し
か
も
お
よ
そ
全
供
朕
に
射
し
て
、
適
嘗
に
指
摘
し
て
き
て
、
全
く
ピ

ン
ト
は
ず
れ
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
州
鯨
官
は
一
々
返
事
を
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
犯
人
は
た
ら
い
ま
わ
し
で
、

ゃ
っ
か
い
こ
の
上
な
い
。
供

肢
を
何
度
も
何
度
も
貼
検
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
言
う
迄
も
な
い
。
叉
、
審
理
の
書
類
を
作
る
の
に
は
、

一
々
期
限
が
あ
っ
て
、

や

や
も
遅
れ
た
り
す
る
と
、
降
格
慮
分
が
あ
る
。
按
察
司
・
府
の
方
と
し
て
は
、
も
う
っ
き
か
え
し
た
わ
け
だ
か
ら
、
責
任
を
と
ら
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。

し
か
し
州
麟
側
と
し
て
は
、

に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な
い
。
司
・
府
の
嵐
官
は
、
権
限
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
い
こ

と
に
ゆ
す
っ
て
く
る
。
州
豚
側
は
地
位
に
係
わ
る
か
ら
、
そ
の
求
め
に
鹿
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
よ
う
な
、
書
類
の
多
さ
を
問
題
と
す
る
議
論
は
、
め
だ
た
な
い
け
れ
ど
も
、
色
々
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
活
杓
燦
は
、

し

ら

(

間

山

〉

官
は
案
腰
に
繁
に
し
て
、
親
し
く
限
簿
を
一
核
ぶ
る
能
わ
ず
。

(

回

)

と
の
ベ
、
劉
衡
も
、
地
方
官
が
「
案
般
に
疲
れ
」
て
い
た
こ
と
を
の
ベ
る
。

そ
れ
故
、

文
書
整
理
(
掛
挽
)
は
重
大
事
で
あ
っ
た
。
田
文
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コ
晴
恵
全
書
』
に
よ
れ
ば
、
外
街
・
内
街
各
一
本
の
が
四
一
種
、
内
街
の

〈

幻

)

み
の
が
五
種
と
い
っ
た
具
合
で
、
内
街
だ
け
で
四
六
種
類
も
の
帳
簿
が
あ
っ
た
。

一
韓
首
時
の
州
麻
布
門
に
ど
の
位
帳
簿
が
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、

鏡
は
の
ベ
る
。

た
だ
、
幕
賓
の
そ
の
選
を
恨
む
は
、
人
な
お
こ
れ
を
知
る
。
而
る
に
、
掛
挽
の
一
事
に
お
い
て
は
、
則
ち
多
く
硯
て
末
節
と
な
し
、
州
蘇

(
回
)

公
務
の
頭
緒
繁
多
な
る
を
知
ら
ず
。

そ
も
そ
も
文
書
に
は
、
匿
名
性
と
で
も
言
う
べ
き
性
格
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

一
見
し
た
だ
け
で
は
、
文
書
の
重
要
性
の
有
無
は
わ
か
ら
な
い

の
で
あ
っ
て
、
中
身
を
謹
ん
で
始
め
て
そ
れ
は
判
断
し
得
る
。
そ
の
た
め
、
中
身
の
重
要
性
が
判
断
さ
れ
る
前
に
は
、

そ
れ
ら
は
あ
た
か
も
全

て
が
同
等
の
比
重
を
も
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
。

こ
れ
を
廻
避
し
、
何
と
か
一
見
し
て
内
容
を
判
断
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
、
右
で
の
ベ
た
掛
挽
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
滋
賀
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氏
が
興
味
深
い
報
告
を
し
て
お
ら
れ
る
。
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氏
に
よ
れ
ば
、
指
令
書
の
原
稿
に
は

一寸

百五
コ号、ー

仰
」
な
ど
飛
び
と
び
の
三
文
字
が
標
目
的
に
記
さ
れ
る
。
二
字
目
(
こ
の
場
合
は
票
〉
は

文
書
の
種
別
を
示
す
e

三
字
目
(
こ
の
場
合
は
仰
〉
は
命
令
態
様
を
示
し
、
他
に
筋
と
か
、

差
と
か
、
催
と
か
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
と
こ
ろ

が
こ
の
三
字
目
は
、
指
令
書
原
本
に
は
樽
骨
持
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
「
あ
と
で
檎
案
を
繰
っ
て
見
る
と
き
に
見
出
し
と
し
て
役
立
つ
よ
う
、
原

(

回

〉

稿
に
附
さ
れ
た
標
目
だ
と
見
て
お
け
ば
よ
い
よ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

叉
、
我
々
が
嘗
時
の
様
案
を
讃
む
と
き
、
い
つ
も
一
番
最
初
に
お
目
に
か
か
る
、

「
:
:
:
し
て
:
:
:
の
事
の
矯
に
す
」
と
い
う
決
ま
っ
た
言

い
廻
し
も
嘗
然
右
の
よ
う
な
努
力
の
一
つ
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
も
、
な
お
且
つ
王
安
閣
の
よ
う
に
悲
鳴
を
あ
げ
ざ
る
を
得
な
い
と
す
れ
ば
、
嘗
時
の
街
門
に
お
け
る
文

書
の
量
は
、
恐
ら
く
膨
大
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
仰
、
筋
、
差
、
催
な
ど
と
分
類
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

ま
た
膨
大
な
量

の
文
書
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
膨
大
な
量
の
文
書
が
現
れ
る
原
因
の
一
つ
に
、
第
二
章
で
み
た
よ
う
な
、
責
任
範
閣
の
細
分
化

(
H慮
分
例
の
増
大
)
が
あ
る
こ
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と
は
間
違
い
な
い
。

(
安
徽
巡
撫
)
鴻
鈴
奏
す
る
に
、

江
西
副
考
官
鴻
瓦
百
円
砕
の
家
人
朱
常
、

て
革
職
し
、
協
絹
せ
し
め
ん
等
の
語
あ
り
。
掛
ず
る
と
こ
ろ
甚
だ
非
是
に
属
す
。
巳
に
摺
内
に
て
批
簡
せ
り
。
こ
れ
ら
の
匪
犯
各
省
に
蔓

延
し
、
間
閣
を
撞
害
す
。
地
方
官
も
し
寅
力
上
緊
に
査
絹
せ
ず
ん
ば
、
将
来
完
案
の
時
に
、
自
ら
ま
さ
に
査
明
し
て
巌
に
参
躍
を
加
う
ベ

し
。
こ
の
時
な
お
必
ず
し
も
漣
か
に
糾
勤
を
行
い
て
、
縛
じ
て
不
山
門
の
州
燃
を
し
て
、
甘
ん
じ
て
一
官
を
棄
て
、
卸
責
す
る
を
希
闘
せ
し

(

印

)

め
ざ
れ
。

髪
縦
耐
を
割
せ
ら
る
、

請
う
、
一
該
管
の
署
漕
山
知
堕
章
大
信
を
も
っ

こ
の
よ
う
に
、
革
職
に
値
す
る
人
聞
を
、
そ
の
ま
ま
に
と
ど
め
て
お
く
に
は
文
書
の
や
り
と
り
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
叉
、
前
稿
で
の
ベ

た
よ
う
に
(
四
七
頁
〉
、

降
格
慮
分
を
受
け
た
人
聞
を
、

新
任
に
つ
け
る
際
に
は
、

「
於
地
方
大
有
禅
盆
」

と
一
筆
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
、

等

。々

し
か
し
多
分
も
っ
と
重
大
な
要
因
は
、
こ
の
よ
う
な
慮
分
閥
係
の
文
書
が
増
え
る
と
い
う
よ
り
は
、
責
任
範
圏
が
細
分
化
さ
れ
る
と
、
範



園
聞
で
責
任
の
受
け
渡
し
が
行
わ
れ
る
機
舎
が
増
え
、
そ
れ
に
附
随
す
る
文
書
が
増
え
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
と
に
か
く
文
書
の
量
が
膨
大
で
あ
る
の
は
事
買
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
文
書
慮
理
機
構
は
、
第
一
章
で
み
た
よ
う
に
、

警
察
業
務
と
い
う
こ
と
で
濁
立
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
他
の
業
務
と
粂
業
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
う
で
あ
る
以
上
、
警
察
業
務
は
、
文
書
鹿
理
の
段
階
で
滞
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
警
察
業
務
と
難
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
何
等
特
別
扱
い

の
劃
象
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
首
然
で
あ
る
。
警
察
機
能
は
文
書
慮
理
の
レ
ベ
ル
で
硬
直
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
硬
直
化
を
廻
避
す
る
一
番
安
易
で
小
手
先
の
手
段
は
、
鹿
理
せ
ね
ば
な
ら
な
い
多
数
の
中
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
一
番
緊
急
な
も

の
を
選
揮
し
、
そ
れ
を
速
や
か
に
慮
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。

来
た
れ
る
文
書
は
、
何
事
な
る
か
を
査
看
せ
よ
。
刑
名
の
ご
と
き
は
、
急
ぎ
て
刑
名
庭
に
、迭
り
一
核
開
せ
し
む
。
銭
穀
の
ご
と
き
は
、
即
ち

み

お

わ

刑
・
銭
看
畢
ら

に
銭
穀
慮
に
迭
り
て
接
掛
せ
し
む
。
あ
る
い
は
刑
・
銭
雨
虚
倶
に
あ
ら
ば
、

ば
、
車
を
粘
り
て
迭
来
す
e

即
ち
に
競
件
慮
に
迭
り
て
掛
挽
せ
し
む
。
掛
し
畢
ら
ば
迭
来
す
。
過
細
に
看
明
し
、
門
房
に
迭
交
し
て
房
に

裂
し
て
稿
を
銭
せ
し
む
。
務
め
て
事
の
緊
念
を
看
る
を
要
す
。
緊
急
の
事
の
ご
と
き
は
、
房
を
し
て
火
速
に
稿
を
迭
ら
し
め
、
上
憲
に
申

(
門
別
〉

報
せ
よ
。

的
り
て
刑
名
慮
に
、迭り
て
核
加
せ
し
む
。

-109-

毎
日
稿
を
看
る
は
、
均
し
く
す
べ
か
ら
く
時
刻
を
一
定
に
す
べ
し
。
も
し
要
緊
な
る
も
の
あ
ら
ば
、
則
ち
随
時
に
迭
看
し
、
拘
泥
す
ベ
か

(

回

〉

ら
ず
。

こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
、
割
緋
案
の
現
寅
に
徴
し
て
も
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
飛
筋
だ
の
迅
速
だ
の
飛
交
だ
の
そ
の
手
の
表
現
は
枚
翠

に
暇
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
や
り
方
が
根
本
的
解
決
で
は
な
く
、
小
手
先
の
解
決
で
し
か
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
蕗
理
す
べ
き

事
務
は
、
別
に
厳
然
と
し
て
残
る
か
ら
で
あ
る
。

臣
(
江
蘇
巡
撫
彰
賓
〉
査
す
る
に
、
揚
州
は
江
蘇
遁
中
の
地
に
係
る
。
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金
繰
松
一
帯
は

臭
壇
(
江
蘇
妓
察
使
)
に
責
成
し
て
、

就
近
に
承
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耕
せ
し
む
。
臣
、
揚
州
査
審
の
事
件
(
雨
准
援
引
案
〉
あ
り
と
い
え
ど
も
、

(

臼

)

の
就
近
に
根
株
悉
く
抜
く
る
を
期
す
。

的
り
て
粂
顧
し
て
督
耕
す
ベ
し
。

も
っ
て
匪
黛
(
割
解
案
犯
)

(
河
南
巡
撫
阿
恩
件
ロ
)
男
摺
も
て
奏
す
る
と
こ
ろ
の
入
場
し
て
監
臨
せ
ん
の

一
簡
は
、
更
に
事
を
解
せ
ず
。
巡
撫
の
郷
試
に
監
臨
す
る

は
、
常
例
相
沿
う
に
す
ぎ
ず
。
今
一該
省
現
に
ま
さ
に
掛
ず
べ
き
絹
匪
の
要
案
(
剖
燐
案
)
あ
り
。
即
ち
、
ま
さ
に
奏
明
し
て
、
布
政
使
に

ゆ
だ

交
し
て
入
場
代
理
せ
し
む
べ
し
。
乃
る
に
、
た
だ
成
例
に
拘
泥
す
る
の
み
を
知
り
、
寛
に
絹
犯
の
重
事
を
不
聞
に
譲
ね
ん
と
欲
す
る
は
、

(

臼

)

こ
れ
誠
に
何
の
心
ぞ
。

こ
の
よ
う
に
、
割
解
案
以
外
に
も
や
る
べ
き
仕
事
は
い
く
ら
で
も
あ
る
の
で
あ
り
、
江
蘇
巡
撫
の
彰
賓
な
ど
は
、
二
つ

一
度
に
出
来
ま
す
な
ど

叉

と
言
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
負
捨
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に、

警
察
業
務
は
、
恐
る
べ
き

E
大
な
文
書
の
海
の
中
で
溺
れ
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
清
末
の
改
革
は
、
嘗
然
そ
の
救
出
作

-110ー

業
と
な
る
べ
き
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
結
語
に
委
ね
る
こ
と
に
す
る
。

結

圭五
円口

以
上
、
割
緋
案
を
具
践
例
と
し
て
用
い
つ
つ
、
清
代
外
省
の
警
察
機
能
が
、
ど
の
よ
う
に
各
機
構
に
分
散
、
混
靖
さ
れ
て
い
る
か
を
、
専
ら

文
書
の
慮
理
過
程
を
中
心
に
し
て
見
て
き
た
。
冒
頭
に
掲
げ
た
『
清
園
行
政
法
』
の
概
観
は
、
支
持
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
文
書
の
量
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
で
は
論
及
さ
れ
ず
、
本
稿
で
は
意
識
的
に
論
及
し
た
。
こ
の
こ
と
は
清
代
的
特
性
と

し
て
認
め
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

も
っ
と
も
こ
れ
は
他
の
時
代
、
明
と
か
宋
と
か
と
比
較
し
た
上
で
の
議
論
で
は
な
い
か
ら
、
清
代
に
固
有
で
あ
る
と
迄
は
言
え
な
い
が
、
少

く
と
も
清
代
の
園
家
機
能
を
考
え
る
上
で
は
、
無
視
で
き
な
い
黙
に
は
違
い
な
い
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
文
書
は
培
え
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
の

一
つ
は
、
清
代
の
園
家
機
構
が
空
間
的
、

人
員
的
、
手
緩
き
的
に

E



大
で
あ
り
、
扱
う
鈎
象
・
情
報
が
膨
大
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
誰
で
も
容
易
に
思
い
つ
く
理
由
で
あ
る
。

た
だ
、
筆
者
が
こ
の
よ
う
な
所
輿
の
僚
件
、
如
何
と
も
し
難
い
僚
件
よ
り
も
っ
と
重
視
し
た
い
の
は
、
清
代
官
僚
の
有
す
る
あ
く
な
き
明
噺

さ
へ
の
意
志
、
曙
好
と
で
も
言
う
べ
き
一
意
志
で
あ
る
。

機
構
の
繁
雑
な
ま
で
の
整
備
に
し
ろ
、
責一
任
範
園
の
細
々
と
し
た
設
定
に
し
ろ
、
情
報
の
重
み
を
問
う
こ
と
な
く
一
律
に
文
書
化
し
て
し
ま

う
こ
と
に
し
ろ
、

い
ず
れ
も
、
細
部
を
だ
に
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
清
代
官
僚
の
明
断
さ
へ
の
志
向
が
生
み
だ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
そ
れ
ら
は
あ
ま
り
に
も
細
か
す
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
明
断
さ
と
い
っ
て
も
、
何
か
抽
象
的
概
念
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
る
明
噺

さ
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
具
瞳
性
に
即
し
た
明
噺
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
責
任
範
園
を
空
間
で
匿
切
る
と
い
っ
た
具
合
に
。

そ
の
た
め
、
全
て
が
明
確
に
匡
分
さ
れ
、
分
類
さ
れ
、
ひ
い
て
は
、
繁
雑
に
、
細
か
く
、
多
く
な
っ
て
し
ま
う
。
慮
分
例
に
あ
ら
わ
れ
る
よ

う
な
細
か
な
責
任
分
携
の
規
定
は
、
分
業
の
域
を
越
え
て
、
分
類
の
た
め
の
分
類
に
ま
で
至
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
よ

う
な
明
断
さ
へ
の
あ
く
な
き
意
志
が
、
中
園
法
の
底
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
務
感
し
て
い
る
。

以
下
で
は
、
京
師
・
外
省
の
匡
別
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
清
末
の
警
察
機
能
の
整
備
を
、
今
迄
の
ベ
て
き
た
そ
れ
以
前
の
機
能
と
、
明
断
さ
へ

可

i
句よ

の
意
士
山
と
い
う
翻
酷
か
ら
比
べ
て
結
語
に
か
え
た
い
。

清
末
に
お
け
る
警
察
制
度
の
改
革
は
、
光
緒
二
四
年
の
湖
南
保
衛
局
を
も
っ
て
鳴
矢
と
す
る
が
、
本
格
的
に
は
、
三
一
年
に
巡
警
部
な
る
警

(

白

山

)

察
行
政
官
等
門
の
中
央
官
聴
が
で
き
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
翌
年
に
民
政
部
と
改
稿
さ
れ
、
清
の
末
年
に
及
ぶ。

こ
れ
ら
新
た
な
警
察
制
度
の
創
設
は

ハ

山

山

)

緑
営
は
久
し
く
蹴
敗
を
稽
す
。
巡
警
亙
や
か
に
ま
さ
に
振
興
す
ベ
し
。

叉
識
す
。
御
史
停
書
、
各
州
鯨
差
役
の
擦
擾
せ
る
情
形
を
奏
陳
せ
り
。
督
撫
に
著
し
て
、
各
層
に
巌
筋
し
、

警
察
を
速
樹
し
、
あ
ら
ゆ
る

(

釘

〉

差
役
人
等
を
も
っ
て
分
別
に
裁
撤
し
、
並
び
に
章
程
を
安
議
し
て
以
て
積
弊
を
除
き
、
民
難
を
惜
し
ま
し
め
よ
。

787 

の
よ
う
に
、
十
分
に
管
理
統
制
の
で
き
て
い
な
か
っ
た
緑
管
・
街
役
を
底
止
し
て
ゆ
く
こ
と
に
一
つ
の
目
的
が
あ

っ
た
。
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管
理
統
制
の
た
め
の
新
た
な
施
策
と
し
て
は
、
次
の
諸
貼
を
穆
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ハ
円
、
人
員
の
数
的
確
保
。

ω、
前
薪
の
支
給
。
白
、

(

伺

)

経
費
の
劃
定
、
財
源
の
確
保
。
帥
、
関
係
法
令
の
整
備
。
伺
、
警
察
聞
学
校
に
よ
る
人
員
の
質
的
向
上
。
逆
に
言
え
ば
、
改
革
以
前
は
、
こ
れ
ら

は
は
っ
き
り
と
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
な
く
、
陵
昧
な
ま
ま
あ
る
が
ま
ま
に
ま
か
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
一
見
明
噺
に
把
握
さ
れ
た
新
警
察
制
度
も
、
質
際
は
全
く
の
役
た
た
ず
で
あ
っ
た
。
そ
の
聞
の
事
情
を
『
北
京
誌
』

に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
(
旬
誠
勲
、
傍
黙
は
筆
者
が
附
し
た
)
。

清
闘
の
警
察
に
就
て
、
警
察
の
権
限
及
警
察
に
劃
す
る
朝
野
の
信
頼
は
、
人
の
首
と
し
て
知
ら
ん
と
欲
す
る
と
こ
ろ
な
る
べ
し
。
今
や
警

察
事
務
は
向
ほ
創
始
の
期
に
属
す
る
と
は
云
へ
、
其
寅
際
を
査
す
る
に
、
其
権
限
の
小
に
し
て
朝
野
信
頼
の
微
弱
な
る
、
買
に
珠
想
の
及

必
要
に
よ
り
て
新
官

ば
ざ
る
と
こ
ろ
あ
り
。
・
・
:
(
清
閣
の
笹
察
が
専
ら
捕
盗
を
扱
う
こ
と
を
の
べ
る
)
:
:
:
加
之
、

清
園
の
習
慣
と
し
て
、

衡
を
置
く
も
嘗
官
街
を
底
せ
ず
、
屋
上
に
屋
を
架
す
る
の
弊
あ
り
。
随
て
、
同
一
事
務
が
幾
多
の
官
街
に
よ
り
て
執
行
さ
る
与
の
結
果
を

来
た
す
。
叉
、
官
員
職
務
権
限
錯
綜
し
て
、
系
統
を
異
に
す
る
諸
官
が
、
各
其
職
務
の
関
係
よ
り
同
じ
く
某
事
務
を
掌
る
あ
り
。
故
に
新

警
察
制
度
を
布
く
と
雄
も
、
蓄
制
に
因
る
警
察
官
街
、
及
び
地
方
官
が
掌
ど
り
来
り
し
警
察
権
は
、
山
同
ほ
依
然
と
し
て
存
す
る
の
奇
観
を

呈
し
、
新
警
察
官
衝
の
職
権
は
随
て
十
分
な
ら
ず
c

然
れ
ば
盗
賊
、

及
び
匪
類
を
寧
捕
す
る
こ
と
も
十
分
に
行
ふ
こ
と
能
は
ず
。
是
に
於

(

印

)

て
、
警
察
に
劉
す
る
朝
野
の
信
頼
も
、
亦
自
ら
薄
弱
な
る
を
克
れ
ざ
る
な
り
。

」
れ
を
見
る
な
ら
ば
、
管
理
統
制
の
た
め
の
諸
施
策
が

「
官
員
職
務
権
限
錯
綜
」
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
こ
と
は
、
十
分
に
推
測
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
意
識
的
に
覗
野
の
外
に
置
き
、
成
る
が
債
に
ま
か
せ
て
い
た
こ
と
を
、
親
野
の
内
に
置
き
、
明
噺
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
が
た
め

に
、
ま
た
も
や
事
務
量
の
増
大
、
責
任
範
圏
の
新
た
な
劃
定
を
迫
ら
れ
、
必
然
的
に
組
織
の
硬
直
化
を
来
し
た
の
で
あ
る
。

お
決
ま
り
の
重
黙
主
義
を
と

っ
て
小
手
先
に
危
機
を
廻
避
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
外
人
交
渉
の
案
件
で
、
こ

(
m
N
)
 

れ
は
外
務
部
と
巡
警
部
に
よ
っ
て
慮
理
さ
れ
、
「
北
京
警
務
の
現
肢
に
於
て
、
特
筆
す
べ
き
も
の
L

ご
と
目
さ
れ
て
い
る
。

か
と
い
っ
て
こ
れ
が
小
手
先
の
部
分
的
解
決
で
あ
る
こ
と
に
は
襲
わ
り
な
く
、
新
警
察
制
度
そ
の
も
の
は
、

そ
の
た
め
、
清
朝
嘗
局
は
、



(

九

〉

乃
ち
行
う
こ
と
数
年
に
し
て
、
姦
盗
更
に
前
よ
り
も
甚
し
。

と
ま
で
酷
評
さ
れ
て
い
る
。

清
末
、
確
か
に
清
朝
は
、

し
そ
れ
は
、

「
近
世
園
家
ニ
於
ケ
ル
カ
如
グ
一
箇
濁
立
ノ
行
政
」
と
し
て
警
察
を
打
ち
立
て
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か

そ
れ
以
前
か
ら
延
々
と
績
い
て
き
た
俸
統
中
園
に
足
を
す
く
わ
れ
た
と
で
も
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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註〈
1
〉

『清
園
行
政
法
』
第
武
巻
、
一
二

O
頁。

(

2

)

清
代
の
警
察
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
北
京
と
外
省
は
区
別
し
て

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
北
京
に
つ
い
て
は
、
渡
遺
修
「
清
代
の
歩
軍
統

領
街
門
に
つ
い
て
」

『史
苑
』
四
一
ー
ー
一
が
詳
し
い
。

(

3

)

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
前
稿
「
は
じ
め
に
」
で
検
討
を
加
え
た
。

(
4
〉
陳
文
光

『補
禾
信
編
』
牌
機
部
、
捕
役
比
待
。
劉
衡
『
州
豚
須
知
』

東
般
東
書
役
革
除
翠
弊
由
。

(
5
〉

『史
料
旬
刊
』
第
五
期
、
割
熊
案
、
方
観
承
摺
。

(

6

)

同
右
第
一
一
期
、
漏
鈴
摺
三
。

(
7
〉
『
古
同
宗
寅
録
』
乾
隆
三
三
年
七
月
一
一
一
目
。

(
8
)

『州
鯨
須
知
』
菓
覆
断
迫
不
能
速
敏
之
案
選
札
務
理
由
。
寸

Em-

、吋

ω
ロ
【
Uru-
ト

R
b
h
c
。S
3昔、ミ
3
n
F
N宮
H
R
W
R叫
a
u
w
-
H
b
m
《

U
F・3
h

(
の
釦
岡
田
『
己
仏
間
0

・
玄

EM-
一
Z
R
S
E
C
E〈
・

?
2
P
S
S
)
3・
2

1
山・

Nω
叶・

(

9

)

あ
え
て
言
え
ば
、
民
壮
が
捜
査
に
係
わ
っ
た
可
能
性
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
が
、
清
代
に
は
、
民
壮
も
街
役
化
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

佐
伯
富
「
明
清
時
代
の
民
枇
に
つ
い
て
」

『東
洋
史
研
究
』

一
五
|

四
。
『
難
正
時
代
の
研
究
』
所
枚
。

(m〉
『一
渦
恵
全
書
』
各

一一

に
差
拘
の
僚
が
あ
る
。
問
、
審
訟
に
は
、

凡
差
役
拘
到
人
犯
、
子
早
堂
常
斉
。
先
兵
報
輩
、
並
原
票
呈
験
相
向
。

と
あ
る
。
『
未
信
編
』
刑
名
上
、
臨
時
審
で
は
、

凡
差
役
拘
斉
人
犯
、
於
早
堂
先
遜
到
躍
。

と
言
う
。

(

U

)

註
(

8

)

所
引
の

E
書
、
七
八
J
九
頁
。

(
ロ
)
滋
賀
秀
一
一
一
「
淡
新
楢
案
の
初
歩
的
知
識
||
訴
訟
案
件
に
現
わ
れ
る

文
書
の
類
型
|
|
」
『
東
洋
法
史
の
探
究
|
|
島
田
正
郎
博
士
頒
詩
記

念
論
集
』
所
枚
。
二
六
六
J
七
頁
。

(
日
)

『未
信
編
』
刑
名
上
、
准
獄
。

(

U

)

回
文
鏡
『
訓
筋
州
豚
篠
規
』
謹
差
下
郷
。
こ
の
書
は
「
欽
頒
州
脈
事

宜
』
と
も
言
う
。

(
日
)
註
〈
ロ
)
と
同
じ
。

(日叩)

『一
稿
葱
金
書
』
各
一
て

差
拘
。
も
っ
と
も
在
郷
-
組
『
皐
治
績
設
』

差
遣
吏
役
不
可
俵
手
代
筆
の
よ
う
に
、
全
面
的
に
知
燃
が
や
る
べ
し
と

い
う
主
張
も
あ
る
。
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(
口
)
『
未
信
編
』
刑
名
上
、
准
獄
、
内
放
簿
式
。

(
川
崎
)
『
訓
筒
州
豚
傑
規
』
現
盗
に
現
れ
る
人
身
拘
束
を
表
現
す
る
言
葉
を

列
摩
す
る
と
、
拘
審
が
一
度
現
れ
る
以
外
、
全
て
こ
の
五
つ
の
字
に
分

類
し
う
る
。

(
川
口
〉
滋
賀
秀
三
『
清
代
中
園
の
法
と
裁
剣
』
六
五
頁
。
徐
文
弼
『
吏
治
懸

鏡
』
政
務
分
譜
、
戸
房
、
絹
私
盤。

(mω

〉
臥
牛
山
人
原
編
、
浩
驚
居
士
校
訂
『
増
剛
佐
雑
須
知
』
巻
二
、
治
捕

役
法
。

(
幻
)
イ
同
前
。
『
州
豚
須
知
』
厳
禁
捕
役
妄
徳
一
告
示
。

(
詑
〉
『
一
踊
恵
全
霊
園
』
巻
一
七
、
絹
捕
。

(
お
)
『
各
行
事
件
』
(
奈
申
之
『
清
代
州
豚
故
事
』
三
三
頁
所
引
。
『
清

代
州
豚
故
事
』
は
、
『
近
代
中
園
史
料
叢
刊
』
所
枚
〉
。

(
泊
)
同
前
。
た
だ
、
註
(
幻
)
の
史
料
で
は
「
原
差
菓
鈎
票
」
と
あ
る
。

(
お
)
『
一
崎
恵
全
書
』
各
四
、
清
競
件
。

(
叩
山
)
『
史
料
旬
刊
』
第
八
期
、
割
解
案
、
永
徳
摺
二
。

(
幻
〉
『
一
隅
惑
全
書
』
巻
一
て
鈎
差
。

其
一
審
即
結
者
、
原
差
菓
鈴
票
。
勝
原
票
爽
入
口
供
、
牧
入
内
街
鈎

鋭
、
粘
入
巻
中
、
不
得
の
留
差
役
之
慮
。
以
牌
票
未
錦
、
猫
思
索
取

酬
謝
也
。

(
叩
山
〉
註
(
幻
)
に
牌
票
と
あ
り
、
註
(
お
〉
に
時
四
牌
と
あ
る
。

(
m
U
)

刑
房
の
仕
事
に
つ
い
て
は
、
『
一
幅
恵
全
書
』
径
二
、
看
須
知
を
見

ょ
。
刑
幕
の
仕
事
の
中
心
が
裁
判
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
閥
名
撰
『
刑
幕
要
略
』
参
照
。

(
却
〉
「
史
料
旬
刊
』
第
一

O
期
、
割
解
案
、
高
耳
目
摺
。

(
況
〉
『
線
脇
田
兵
士
山
』
第
八
章
第
一
節
第
二
項
。

ハ
幻
〉
『
皇
靭
経
世
文
編
』
巻
七
五
、
輔
徳
尋
問
定
勝
弁
協
絹
事
宜
疏
」
。

(
お
〉
薙
正
二
二
年
『
漂
州
府
士
山
』
径
一
九
、
兵
制
。

(
鎚
〉
『
皇
清
奏
議
』
径
四
六
、
布
蘭
泰
「
誇
定
兵
役
絹
盗
賞
罰
疏
」
。

(
お
)
『
光
緒
大
清
曾
典
事
例
』
巻
六
三
三
。

〈
町
四
)
『
史
料
旬
刊
』
第
八
期
、
制
解
案
、
永
徳
摺
。

(
幻
〉
註
(
お
)
と
同
じ
。

(
お
〉
『
一
踊
悪
全
書
』
巻
一
七
、
総
捕
。

(
ぬ
〉
注
輝
租
『
皐
治
臆
説
』
巻
上
、
和
営
伍
。

(
州
叩
〉
東
京
大
祭
東
洋
文
化
研
究
所
競
乾
隆
三
九
年
『
中
植
政
考
』
に
載
せ

る
託
庸
疏
に
、
こ
の
上
識
を
引
い
て
い
る
。

(
日
む
こ
こ
で
慮
分
の
劉
象
に
な
っ
て
い
る
遊
準
白
雲
上
が
、
割
解
案
の
捜

査
に
参
加
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(
本
文
一

O
五
頁
所
引
)
。

(

M

M

)

註
(
川
口
)
所
引
滋
賀
書
、
二
九
頁
。

(
日
目
)
同
治
四
年
『
欽
定
吏
部
慮
分
則
例
』
巻
一

O
、
妄
用
印
信
。
『
光
緒

大
清
舎
典
事
例
』
巻
一
一
五
に
よ
れ
ば
、
落
正
四
年
の
議
准
に
係
る
。

(
必
〉
『
拳
治
臆
設
』
巻
上
、
菓
掲
宜
委
曲
顛
明
。

(
必
〉
東
京
大
皐
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
。

(
日
切
〉
「
史
料
旬
刊
』
第
一

O
期
、
割
解
案
、
高
耳
目
摺
。

〈
円
む
同
右
第
一
一
期
、
割
燐
案
、
鴻
鈴
摺
二
。

(
必
)
『
公
文
式
』
第
三
節
第
一
項
、
割
。

(的自)

『
史
料
旬
刊
』
第
二
期
、
割
解
案
、
宮
崎
鈴
摺
三
。

(
印
)
「
公
門
要
略
』
(
『
清
代
州
豚
故
事
』
、
三
四
J
五
頁
)
。

(
日
)
『
各
行
事
件
』

(
『
清
代
州
豚
故
事
』
、一一一一一一
頁)。

(
臼
)
同
右
(
『
清
代
州
豚
故
事
』、
三
四
頁
)
c

ハ
臼
〉
『
史
料
旬
刊
』
第
七
期
、
割
線
案
、
彰
賓
摺
二
。
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(
臼
〉
『
宮
郷
要
則
』
巻
二
、
札
委
式
。
『
公
文
式
』
第
一
一
一
節
第
二
項
、
札
、

(
四
〉
札
委
。

(
日
〉
『
未
信
編
』
銭
穀
下
、
徴
比
、
月
山
田
云
々
。

(
日
〉
『
州
豚
須
知
』
菓
呈
編
聯
保
甲
章
程
粂
行
園
練
由
。

〈
町
〉
『
一
幅
恵
全
書
』
巻
二
、
設
内
外
貌
簿
。

(回〉

『訓
筋
州
豚
傑
規
』
恨
延
幕
賓
。

〈
回
)
註
(
ロ
)
所
引
滋
賀
論
文
、
二
六
五
、

二
八
一
頁
。

(
印
〉
『
高
宗
貫
録
』
乾
隆
三
三
年
八
月
九
日
。

ハ
臼
〉
『
各
行
事
件
』
(
『
清
代
州
豚
故
事
』
、
三
四
頁
〉
。

(
位
)
『
公
門
要
略
』
(
『
清
代
州
豚
故
事
』
、
一
二
六
頁
〉
。
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(
臼
)
『
史
料
旬
刊
』
第
七
期
、
割
解
案
、
彰
賓
摺
。

(
臼
〉
『
古
向
宗
貫
録
』
乾
隆
三
三
年
八
月
九
日
。

(
間
山
)
常
兆
僑

「
中
園
近
代
警
察
制
度
的
形
成
」

(
中
園
祉
曾
科
察
院
法
皐

研
究
所
法
制
史
研
究
室
編
著
『
中
園
警
察
制
度
筋
論
』
所
牧
)
。

〈
前
〉
『
皇
朝
績
文
献
通
考
』
巻
二
九
、
警
察
、
光
絡
三
二
年
係
。

(
同
町
)
同
右
。

(
回
〉
同
右
蓄
に
基
づ
く
。

(
的
〉
清
園
駐
屯
軍
司
令
部
編
『
北
京
誌
』
、
一
三
一
六
J
七
頁
。

(
叩
〉
同
右
、
一
一
一
一
一
一
一
頁
。

ハ
礼
〉
『
皇
朝
繍
文
献
通
考
』
巻
一
一
一

O
、
民
政
部
、
臣
諮
案
云
々
。

に
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might seriously enforce the opium prohibition.“Punishing Neglect”

meant “Punishing the Neglect of ｏ伍cialsグIn other words it meant that

mismanagement and oversight was to be treated as ａ“Public Offense”

（ｇｏｎｇ-ｚｔｔｉ公罪）｡

　　

Except for ａ　respite between　Jiaqing 20 (1815) and　Daoguang ３

(1823), the policy of“Punishing Neglect” gradually took shape and was

strengthened.

　

The “Regulation　for　Punishing　Neglect　of the　Opium

Prohibition” was promulgated in Daoguang ３，and in Daoguang 19 (1839),

just before the Opium　War, the “Regulation Strictly to Prohibit All

Opium Made by Imperial Order” was enacted, thus bringing the policy

to completion｡

　　

However, the local ｏ伍cialsin fact feared this“Punishment of Neglect”

with the result that they tried to evade it. Thus it was inevitable that

the prohibition on opium came to ｅχistin name only and not in fact.

It is perhaps appropriate to consider the evasion of this policy to be

“Passive Corruption” of the local officials.When this conduct had spread

throughout the entire bureaucracy, the influence it exerted on the Qing

court's opium policies was enormous. This matter is one more reason

why it was especially di伍cult to solve the problem of opium under the

Qing.

THE FUNCTION OF THE PROVINCIAL POLICE

　　　　　　　　

IN THE QING PERIOD

　　

―theExample of the Queue Cutting Case―

Tanii Toshihito

　　　

It can be said in general that in premodern societies,the operations

of the police were not independent, but rather were ｍｉχedin with the

operations of other government services. This essay is an attempt to

verify this thesis for local administration in the Qing period using the

concrete example of the Queue Cutting Case.

　　　

This author has looked at the following two questions relating to
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this issue: 1) With what procedures were documents concerning police

activitieshandled? and 2)Ｈｏｗ were police duties apportioned between

the local yamen and the Green Standard forces? The results indicate

that,with regard to question 1), the documents concerning police activities

were handled by the same people and with the same procedures as other

administrative documents.　With regard to question 2),it was the practice

'of the time to send out yamen to handle non-violent incidents and to

send out Green Standard troops to handle violent incidents. But it was

only with the advent of the Queue Cutting Case that this procedure was

put into ｌａｗ｡

　　　

These results confirm the above mentioned thesis for the Qing case.

At the same time, the research indicated the specialcharacteristicsof the

Qing dynasty.　Namely, the Qing state　generated a　huge number　of

administrative documents, and since police documents were not treated

separately, there were apt to be delays in responding to law enforcement

problems.

CONCERNING THE THANH hOa GROUP

　　　　　

IN THE EARLY YEARS

　

OF THE LE DYNASTY IN VIETNAM

Yao Takao

　　　

It is generally recognized that in Vietnam, the reign of the fifth

inperor of the Ｌ&黎Dynasty, Le Thanh Ton 黎聖宗(r. 1460-97) achieved

ａ golden age. The greatest achievement at this time was the consolidation

of the civiland military bureaucratic system. The purpose of this paper

is to clarifythis process of control over military ｏ伍cers.

　　　

In 1427, Le Lo'i黎利caused the abdication of Ming's troop and in the

next year took the throne himself, but politicalpower was in the hands

Of the generals who helped him with this deed. The posts of prime

ministerial rank were dominated by men of the same area as L6 Lo'i,

that is Thanh H6a 清化, and they made up the so-called“Thanh H6a
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